
一
二
五

漢
字
學
硏
究　

第
八
號

全
體
の
構
成

第
一
節　

卜
雨
の
辭　
　

第
二
節　

詞
位
の
分
析

　

一
名
詞　

二
單
位
詞　

三
代
詞　

四
動
詞　

五
狀
詞　
﹇
以
上
、
上
編
﹈

　

六
數
詞　

七
指
詞　

八
關
係
詞

第
三
節　

文
型　
　

第
四
節　

結
語

今
回
は
前
號
に
續
く
、
第
二
節
・
六
數
詞
か
ら
の
譯
で
あ
る
。

甲
骨
著
錄
簡
表

甲
骨
の
出
典
は
原
著
に
從
い
、
略
稱
で
示
し
た
。
原
著
「
第
三
章 

文
法
」
に

引
か
れ
る
も
の
に
限
っ
た
。

『
甲
』 

董
作
賓
『
殷
虛
文
字
甲
編
』

『
乙
』 

董
作
賓
『
殷
虛
文
字
乙
編
』

『
河
』 

孫
海
波
『
甲
骨
文
録
』　

河
南
博
物
院
發
掘
所
得

『
前
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
前
編
』

『
菁
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
菁
華
』

『
上
』『
下
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
後
編
』
2
巻

『
續
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
續
編
』

『
鐵
』 

劉
鶚
『
鐵
雲
藏
龜
』

『
六
』 

胡
厚
宣
『
甲
骨
六
録
』（『
商
史
論
叢
三
集
』
所
収
）

『
天
』 

唐
蘭
『
天
壌
閣
甲
骨
文
存
』

『
庫
』 

方
法
斂
『
庫
方
二
氏
藏
甲
骨
卜
辭
』

『
簠
』 

王
襄
『
簠
室
殷
契
徴
文
』

『
誠
』 

孫
海
波
『
誠
齋
殷
虛
文
字
』

『
珠
』 

金
祖
同
『
殷
契
遺
珠
』

『
粹
』 

郭
沫
若
『
殷
契
粹
篇
』

『
卜
通
』 

郭
沫
若
『
卜
辭
通
纂
』
別
録
之
二

『
林
』 

林
泰
輔
『
龜
甲
獸
骨
文
字
』

『
金
』 

方
法
斂
『
金
璋
所
藏
甲
骨
文
字
』

『
明
』 

明
義
士
『
殷
虛
卜
辭
』（
初
篇
）

『
明
續
』 

明
義
士
『
殷
虛
卜
辭
』（
續
篇
）

『
坊
間
』 
胡
厚
宣
『
戦
後
南
北
所
見
甲
骨
録
』
所
収

甲
骨
文
法―

陳
夢
家
『
殷
虛
卜
辭
綜
述
』
第
三
章　

文
法
（
下
）

―村　
　

上　
　

幸　
　

造　

譯



甲
骨
文
法

一
二
六

『
拾
』

葉
玉
森
『
鐵
雲
藏
龜
拾
遺
』

『
佚
』

商
承
祚
『
殷
契
佚
存
』

『
侯
』 

  

董
作
賓
「
侯
家
莊
出
土
之
甲
骨
文
字
」（『
田
野
考
古
報
告
』
第

1
冊
）

『
燕
』

容
庚
・
瞿
潤
緡
『
殷
契
卜
辭
』

『
戩
』

王
國
維
『
戩
壽
堂
所
藏
殷
虛
文
字
』

『
善
』

劉
體
智
善
齋
舊
藏

『

初
』

黄
濬
『

中
片
羽
』
初
集

『

二
』

黄
濬
『

中
片
羽
』
二
集

『

三
』

黄
濬
『

中
片
羽
』
三
集

『
福
』

商
承
祚
『
福
氏
所
藏
甲
骨
文
字
』

『
綴
』

曾
毅
公
『
甲
骨
綴
合
編
』

『
綴
二
』

郭
若
愚
『
殷
契
拾
綴
第
二
編
』

『
合
』

郭
若
愚
・
曾
毅
公
・
李
學
勤
『
殷
虛
文
字
綴
合
』

『
寧
滬
』

胡
厚
宣
『
戰
後
寧
滬
新
獲
甲
骨
集
』

『
京
津
』

胡
厚
宣
『
戰
後
京
津
新
獲
甲
骨
集
』

そ
の
他

甲
骨
文
の
出
典
の
明
ら
か
な
誤
り
は
正
し
た
。

短
い
譯
注
は
本
文
中
に
﹇　

﹈
で
表
し
た
。（　

）
は
原
注
で
あ
る
。
引
用
文

の
訓
読
ま
た
は
口
語
譯
を
﹇　

﹈
で
示
し
た
。
甲
骨
文
の
字
釋
は
陳
夢
家
に
從
い
、

例
文
に
訓
讀
を
施
し
﹇　

﹈
で
示
し
、
一
部
の
字
は
後
世
通
行
の
字
形
に
置
き
換

え
た
。
他
者
の
解
釋
は
、『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覽
』﹇『
綜
覽
』
と
略
す
﹈、『
甲
骨

文
字
詁
林
』﹇『
詁
林
』
と
略
す
﹈
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

甲
骨
文
字
の
字
形
フ
ォ
ン
ト
は
、落
合
淳
思
氏
作
成
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス﹇http://

koukotsu-sakura-ne-jp/top-htm
l

﹈、
お
よ
び
『
今
昔
文
字
鏡
』
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
適
宜
『
綜
覽
』
や
原
文
拓
本
を
使
用
し
た
。

（
第
二
節
）
六　

數
詞

卜
辭
の
數
字
は
、
孫
詒
讓
が
『
名
原
』
で
す
で
に
言
及
し
て
い
た
が
、「
七
」

を
見
つ
け
て
い
な
か
っ
た
。
羅
振
玉
に
な
っ
て
は
じ
め
て
考
釋
さ
れ
た
。
劉
鶚
以

來
、
卜
辭
の
「
五
十
」
が
ず
っ
と
「
十
五
」
に
誤
認
さ
れ
、
郭
沫
若
が
「
釋
五
十

釋
七
十
」
を
著
し
て
よ
う
や
く
卜
辭
の
十
以
上
の
整
數
合
文
が
識
別
さ
れ
た
。
そ

の
規
則
は
、

（
一
）
五
十
﹇

﹈・
六
十
﹇

﹈・
七
十
﹇

﹈・
八
十
﹇

﹈
の
合
文（

1
）は
、

「
十
」
字
が
端
數
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
上
下
を
逆
に
讀
ま
な
い

と
い
け
な
い
。

（
二
）
合
文
の
「
十
五
」
は
、
左
右
平
列
で
あ
り
﹇

・

﹈、
合
文
で
な
い
も
の

は
「
十
又
五
」
と
す
る
。

（
三
）「
十
」
の
倍
數
に
だ
け
合
文
が
あ
り
、「
十
五
」
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。

以
下
に
擧
げ
る
例
文
の
う
ち
、
數
字
の
左
に
實
綫
を
加
え
た
も
の
は
、
そ
れ
が

連
な
っ
た
合
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
破
綫
を
加
え
た
も
の
は
、
連
な
ら
な
い
合

文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

い
わ
ゆ
る
合
文
と
は
二
個
の
字
が
合
わ
さ
っ
て
一
個
の
文
字
單
位
と
な
っ
た
も

の
を
指
す
。
連
な
ら
な
い
合
文
と
は
、
例
え
ば
平
列
の
「
十
五
」﹇
・

﹈
や
、

上
下
に
並
ん
だ
「
八
十
」﹇
﹈
な
ど
で
あ
る
。
連
な
っ
た
合
文
と
は
、
合
文
で
あ

る
上
に
、
筆
畫
が
連
接
し
て
お
り
、
例
え
ば
上
下
に
連
な
っ
た
「
一
白
」﹇
﹈（
つ
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ま
り
百
）
や
、貫
か
れ
た
「
一
人
」﹇

﹈（
つ
ま
り
千
）
な
ど
で
あ
る
。
合
文
の
「
十

人
」﹇

﹈
は
數
字
と
單
位
字（

2
）が
平
列
に
合
わ
さ
り
、「
十
朋
」﹇
﹈
は
數
字
と

單
位
字
と
が
上
下
に
連
接
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
西
周
金
文
に
も
見
え
る
。

卜
辭
の
合
文
は
、
一
・
二
・
三
・
四
と
十
・
百
・
千
・
萬
と
が
合
し
た
も
の
は
、

接
し
て
い
る
か
交
差
し
て
い
る
。
五
・
六
・
七
・
八
・
九
と
十
・
百
・
千
が
合
し

た
も
の
は
、「
七
十
」﹇
﹈「
五
白
」﹇

﹈「
九
白
」﹇

﹈
な
ど
の
よ
う
に
連
な
っ

て
い
て
も
よ
く
、
ま
た
連
な
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。
五
と
十
・
百
・
千
は
、
よ

く
接
す
る
か
交
差
す
る
が
、ま
た
上
下
に
分
か
れ
て
連
な
っ
て
い
な
く
て
も
よ
く
、

例
え
ば
、『
乙
』2507

と
『
佚
』78
の
五
十
は
、上
下
に
並
ぶ
が
、接
し
な
い
「
十
」

と
「
五
」
で
あ
る
。
卜
辭
の
五
千
は
、「
五
一
千
」
と
し
て
も
よ
く
、た
ま
に
「
五
千
」

と
し
て
い
る
の
も
あ
る
。
卜
辭
の
五
百
は
、「
五
一
白
」
で
も
よ
く
、ま
た
「
五
白
」

の
合
文
で
も
よ
い
。
卜
辭
の
百
は
、「
一
白
」
の
合
文
で
あ
る
が
、
ま
た
「
白
」

と
し
て
い
る
の
も
あ
る
。
卜
辭
の
三
十
は
、「
卅
」
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
た

ま
に
「
三
十
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

卜
辭
の
數
を
記
す
言
葉
は
多
く
、
こ
こ
に
そ
の
主
要
な
も
の
を
選
ん
で
示
す
。

隻
□
□
其
三
萬
、
不
…
…
『
粹
』1171

﹇
□
□
其
れ
三
萬
を
獲
ん
か
、
…
…
ざ
る
か
﹈

登（
3
）帚
好
三
千
、
登
旅
一
萬
乎
伐　
『
庫
』310

﹇
婦
好
に
三
千
を
登
し
、
旅
一
萬
を
伐

に
登
す
﹈

一
萬
人　

『
明
續
』190

八
千

『
粹
』119

六
千

『
佚
』738

登
人
五
千

『
續
』1-13-5

・2-30-10

、『
前
』7-15-4

、

『
下
』1-3-39-1

、『
誠
』377

（
4
）人
五
一
千

『
上
』31-5

登
人
四
千

『
鐵
』258-1

登
人
三
千

 
  『

前
』6-34-2

・6-38-4

・7-2-3

、『
金
』498

・

524

、『
續
』1-10-3

・3-27-4

・5-13-7

、『
庫
』

11-1649

、『
珠
』777

・1186

、『
林
』2-27-6

、『
福
』

36

允
戈
伐
二
千
六
白
五
十
六
人　
『
下
』43-9

﹇
允
に
二
千
六
白
五
十
六
人
を
戈
伐
す
﹈

人
一
千

　
　
『
上
』17-1

。
參
考
『
佚
』324

、『
燕
』135

一
千
五
白
七
十

『
劍
』212

九
白

『
庫
』156

、『
明
』832

八
白　
　
　

『
粹
』1079

、『
商
氏
影
本
』49-8

八
一
白

『
佚
』512

取
貝
一
白
。
口
取
貝
六
一
白
。　
『
侯
』17

﹇

に
貝
一
百
を
取
る
。
口
に
貝
六
百

を
取
る
﹈

五
一
白
牛　

『
庫
』181

五
白
〔
日
〕
四
旬
〔
㞢
〕
七
日　
『
乙
』53

﹇
五
百
日
、
四
旬
、
又
七
日
﹈

五
白

『
庫
』443

、『
前
』7-9-2

氐
牛
四
白

『
明
』1517

登
羊
三
白

 
  『

天
』51

。
參
考
『
續
』1-10-7

・2-15-3

、『
佚
』

570

、『
林
』2-3-7

『
下
』4-1

、『
前
』3-31-2

・

4-8-4

、『

三
』47-8

允
禽
三
白
又
𠦜
八　

『
下
』41-12

﹇
允
に
禽と

ら

ふ
る
こ
と
三
百
又
𠦜
八
﹈

三
白
𠦜
牢　

『
上
』26-15
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一
二
八

一
白
鬯
、
一
白
羌
、
卯
三
白

『
上
』28-3

、『
佚
』543

﹇
一
百
鬯
、
一
百
羌
、

卯さ

く
こ
と
三
百

﹈

二
白
五
十

『
前
』2-30-4

二
白
六
十
九　

『
續
』3-41-1

允
禽
二
白
㞢
九
十　

『
前
』4-4-2

隻
鳥
二
白
十
二
、
㲋
（
5
）一　

　

『
金
』742

﹇
隻う

る
こ
と
鳥
二
百
十
二
、
㲋
ち
ゃ
く

一
﹈

一
白
日
㞢
七
旬
㞢
〔
□
日
〕　

『
佚
』123

□
一
白
八
十
三
、
函（

6
）五
十　
　

『
劍
』212

隻
鹿
一
白
六
十
二
、
□
一
白
十
四
、
旨
一　

『
下
』1-4

隻
鳥
一
白
𠦜
八
、
㲋
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
續
』3-24-2

允
禽
□
二
、

一
、
鹿
十
二
、
豕
二
、
𦊁
（
7
）一
白
廿
七　

『
天
』79

允
禽
隻
虎
一
、
鹿
𠦜
、
𤜪
（
8
）一
白
六
十
四
、
𦊁
一
白
五
十
九　
『
乙
』2908

羊
白
㞢
五
十
八　

『
乙
』5405

禽
隻

六
、
豕
七
十
㞢
六
、
𦊁
一
白
㞢
九
十
㞢
九　

『
乙
』764

鹿
七
十
一
、
豕
𠦜
一
、
𦊁
一
白

『
佚
』43

一
白
物
牛　
『
續
』1-44-4

。
參
考
『
鐵
』63-4

、『
拾
』14-14
、『
前
』

4-49-3

、『
前
』3-23-3

、4-49-3

、5-8-4

、7-32-4

、『
粹
』

20,190,384,528,1150

、『
續
』1-10-7

、2-29-3

、『
庫
』

482

、『
鐵
』176

、『
金
』393

一
白
羊
、
一
白
牛
、
一
白
豕
、

五
十

『
金
』670

允
禽
隻
𦊁
八
十
八
、

一
、
豕
卅
㞢
二　

『
燕
』410

八
十
㞢
五　

『

三
』40-6

隻
𤜪
八
十
㞢
六　

『
佚
』547

豕
四
、
𦊁
七
十
㞢
□　

『
林
』2-26-2

七
十
人
五　

『
菁
』1

允
隻
𦊁
七
十
四　

『
金
』479

允
焚
、
隻

七
十
一
、
豕
十
五
、
𦊁
二
十
五
『
乙
』2507

我
入
六
十

『
甲
』2907

背
甲

禽
鹿
五
十
㞢
六

『
前
』4-8-1

血
三
羊
、
册
五
十
五
牢　

『
佚
』872

五
十
又
伐　

『
佚
』78

御
于
河
羌
三
十
人　

『
甲
』2491

卅
犬
、
卅
羊
、
卅
豚

廿
犬
、
廿
羊
、
廿
豚

十
五
犬
、
十
五
羊
、
十
五
豚　
　

『
前
』2-23-6

隻
𤜪
廿
五　

『
前
』2-34-6

（
9
）人
十
㞢
六
人　

『
菁
』6

十
犬
又
五
犬　

『
佚
』194

十
人
又
五　

『
粹
』594

十
牢
又
五　

『
粹
』579

自
今
十
年
㞢
五　

『
續
』1-44-5

廿
人

『
簠
室
類
纂
』
附
錄6a

十
朋

『
簠
室
類
纂
』
附
錄6b

卜
辭
に
見
え
る
數
字
は
、
最
高
は
三
萬
で
あ
り
、
最
小
は
一
で
あ
っ
て
、
一
よ

り
小
さ
い
分
數
は
な
い
。
構
造
か
ら
い
う
と
、
一
類
は
抽
象
さ
れ
た
象
形
字
で
あ

り
、
例
え
ば
「
一
・
二
・
三
・
四
・
十
・
廿
・
卅
」
な
ど
、
み
な
『
說
文
』
に
見
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え
る
（
今
本
は
「
𠦜
」
字
を
失
す
る
が
、『
廣
韻
』
が
引
く
『
說
文
』
に
は
あ
る
）。

も
う
一
類
は
假
借
字
で
、
例
え
ば
「
五
・
六
・
七
・
八
・
九
・
千
・
百
・
萬
」。

假
借
字
中
の
「
千
・
百
・
萬
」
は
合
文
で
あ
り
、そ
の
他
の
「
五
」
は
「
午
」、「
六
」

は
「
入
」、「
七
」
は
「
切
」、「
八
」
は
「
分
」
の
初
形
で
あ
り
、「
九
」
は
蛇
の

形
（『
燕
京
學
報
』20
：549

）、「
萬
」
は
「
蠆
・
禼
」（
さ
そ
り
）
の
象
形
（『
卜

辭
通
纂
』36

）
で
あ
る
。「
百
」
は
「
一
白
」
の
合
文
で
あ
り
、「
千
」
は
「
一
人
」

（
千
の
よ
う
に
讀
む
）
の
合
文
で
あ
る
。

殷
代
の
數
字
は
十
進
制
な
の
で
、
殷
尺
は
十
寸
に
分
か
れ
、
十
日
が
一
旬
で
あ

り
、
甲
骨
の
横
書
き
の
「
一
」
を
縦
に
す
る
と
「
十
」
と
な
る
。
一
年
は
十
二
個

月
あ
る
い
は
十
三
個
月
で
あ
る
が
、
卜
辭
で
は
「
十
月
又
一
」「
十
月
又
二
」
と

稱
し
て
お
り
、
や
は
り
十
月
が
基
本
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
殷
代
に
は
、

百
鬯
㞢
十
鬯　
　

 

『
鐵
』141-4

十
犬
又
五
犬　

 

『
佚
』194

十
月
又
一
月　

 

〈
我
方
鼎
〉

旬
㞢
二
日　
　

 

『
佚
』123

な
ど
の
例
が
あ
り
、
そ
の
語
序
は
「
整
數
―
名
詞
―
連
詞（
10
）―
端
數
―
名
詞
」
で

あ
る
。
た
だ
し
卜
辭
で
は
よ
く
名
詞
を
整
數
「
十
」
の
後
に
置
く
。
例
え
ば
、

十
年
㞢
五　

 

『
續
』1-44-5

十
牢
又
五　

 

『
粹
』579

十
牛
又
五　

 

『
庫
』1646

・『
明
續
』711

十
示
又
三　

 

『
上
』28-8

十
羌
又
五　

 

『
粹
』75

十
人
又
五　

 

『
粹
』594

用
十
人
五　

 

『
存
』1-1793

そ
の
順
序
は「
整
數
―
名
詞
―
連
詞
―
端
數
」で
あ
る
。
た
だ
し
連
詞
の「
㞢
」「
又
」

は
省
略
し
て
も
よ
い
。
以
下
、
比
較
し
て
み
る
（
例
句
は
旣
出
）。

𦊁
一
百
廿
七　
　
𦊁
一
百
㞢
九
・
三
百
又
𠦜
八

五
十
五
牢　
　

鹿
五
十
㞢
六

𤜪
廿
五　
　

廿
㞢
五
・
豕
卅
又
二

十
五
羊　
　

人
十
又
六
人

そ
の
順
序
は
、

名
詞
―
整
數
―
端
數　
　

名
詞
―
整
數
―
連
詞
―
端
數

整
數
―
端
數
―
名
詞

で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
形
式
は
、
名
詞
が
數
詞
句
の
前
で
も
よ
く
、
ま
た
後
で
も

よ
い
。
卜
辭
に
は
以
下
の
例
が
あ
る
。

羌
十
人
又
五　

 

『
粹
』593

十
羌
又
五　

 

『
金
』191

、『
粹
』75

羌
十
又
五　

 

『
粹
』75

、540

・『

三
』40-6

し
か
し
、「
十
又
五
羌
」
の
形
は
全
く
な
く
、
名
詞
は
數
詞
の
前
後
に
自
由
に
お

け
る
が
、
連
詞
の
あ
る
も
の
は
名
詞
の
前
に
置
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。「
人
十

㞢
六
人
」
の
二
番
目
の
「
人
」
は
、單
位
詞
﹇=

量
詞
﹈
で
あ
っ
て
、名
詞
で
は
な
い
。

上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、卜
辭
の
數
詞
と
名
詞
と
の
結
合
形
式
に
は
、

以
下
の
各
種
が
あ
る
。

𦊁
一
百
廿
七　
　
　

名
詞
―
整
數
―
端
數

五
十
五
牢　
　
　
　

整
數
―
端
數
―
名
詞
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十
犬
又
五
犬　
　
　

整
數
―
名
詞
―
連
詞
―
端
數
―
名
詞

十
羌
又
五　
　
　
　

整
數
―
名
詞
―
連
詞
―
端
數

鹿
五
十
㞢
六　
　
　

名
詞
―
整
數
―
連
詞
―
端
數

人
十
㞢
六
人　
　
　

名
詞
―
整
數
―
連
詞
―
端
數
―
單
位
詞

最
後
の
一
式
は
、
西
周
金
文
の
「
十
又
三
月
」「
十
又
五
年
」
と
は
全
く
異
な
る

も
の
で
、
金
文
の
「
整
数
―
連
詞
―
端
數
」
の
形
式
は
、
殷
代
に
は
存
在
し
な
い
。

殷
代
の
數
詞
句
に
は
連
詞
は
た
だ
一
つ
使
わ
れ
る
の
み
で
、
し
ば
し
ば
端
數
の
前

に
置
か
れ
、
こ
の
こ
と
は
西
周
金
文
〈
大
盂
鼎
〉
の
「
六
百
又
五
十
又
九
夫
」
と

異
な
る
も
の
で
あ
る（
11
）。

上
述
し
た
殷
代
の
數
詞
結
合
形
式
六
種
は
、「
名
詞
―
數
詞
」
と
「
數
詞
―
名
詞
」

の
二
大
類
に
簡
略
で
き
る
。
先
に
擧
げ
た
「

人
十
㞢
六
人
」﹇
人
を
俘と
り
こと
す
る
こ
と

十
㞢
六
人
﹈
の
「

」
は
、
動
詞
の
「
俘
」
で
あ
り
、「
人
」
は
賓
語
、「
十
㞢
六
人
」

の
「
人
」
は
單
位
詞
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
羌
十
人
」
と
同
じ
で
、「
羌
」
が
名
詞

で
「
人
」
が
單
位
詞
で
あ
る
。
單
位
詞
と
數
と
の
結
合
は
、
以
下
の
例
が
あ
る
。

馬
廿
丙
㞢
□　
　

『
前
』2-19-1

馬
五
十
丙　

『
續
』1-29-4

馬
三
十
丙　

『
京
都
』1702

車
二
丙　
　

『
劍
』212

貝
十
朋　
　

『
甲
』777

貝
二
朋　
　

『
侯
』27

、『
坊
間
』3-81

鬯
十
𠧠　
　

『
金
』731

鬯
六
𠧠　
　

『
前
』1-18-4

鬯
五
𠧠
又
正
―
十
𠧠
又
正　
　

拓
本

鬯
五
　
　

『
續
』2-24-3

鬯
三
　
　

『
甲
』1139,2795

鬯
二
升
一
𠧠　
　

『
續
』1-40-5

羌
百
羌　
　

『
粹
』190

羌
十
人
又
五　
　

『
粹
』593

羌
十
人　
　

『
林
』2-13-2

、『
甲
』2124

人
十
㞢
六
人　

『
菁
』6

以
上
の
諸
例
は
以
下
の
諸
式
に
歸
納
で
き
る
。

名
詞
―
整
數
―
連
詞
―
端
數
―
單
位

『
菁
』6

名
詞
―
整
數
―
單
位
―
連
詞
―
端
數

『
粹
』593

・『
前
』2-19-1

名
詞
―
數
詞
―
單
位
―
數
詞
―
單
位

『
續
』1-40-5

名
詞
―
數
詞
―
單
位

最
後
の
一
式
が
最
も
普
通
で
あ
り
、
こ
れ
と
後
世
の
漢
語
の
「
數
詞
―
單
位
―
名

詞
」
と
い
う
形
式
の
「
一
匹
馬
」「
兩
壺
酒
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

名
詞
・
數
詞
・
單
位
で
成
り
立
つ
名
詞
句
が
、
前
置
賓
語
と
な
る
時
も
、
例
え

ば
「
羌
十
人
用
」（『
乙
』2124

）
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
の
名
詞
句
の
語
序
は
決
し

て
變
わ
ら
な
い
。

「
羌
百
羌
」「
人
十
㞢
六
人
」
の
例
は
、
單
位
詞
と
數
詞
の
前
の
名
詞
と
が
同
じ

字
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
西
周
金
文
で
も
な
お
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

〈
乙
亥
鮎
〉
（
12
）　

玉
十
玉

〈
不
其
鮎
〉
（
13
）　

田
十
田

〈
小
盂
鼎
〉
（
14
）　

孚
人
萬
三
千
八
十
一
人
、
孚
馬
□
匹
、
孚
車
卅
兩
、
孚
牛

三
百
五
十
五
牛
、
羊
卅
八
羊
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第
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西
周
よ
り
後
に
は
、
次
第
に
無
く
な
っ
た
。

卜
辭
中
の
單
位
詞
は
、つ
ま
る
と
こ
ろ
數
が
少
な
い
。
大
多
數
は「
數
―
名
」「
名

―
數
」
の
形
式
で
あ
り
、
例
え
ば
「
十
牛
」「
五
羌
」
や
「
牛
一
」「
羌
十
」
な
ど

で
あ
る
。
前
者
は
犠
牲
の
數
を
卜
し
た
辭
に
わ
り
あ
い
多
く
見
え
、
後
者
は
狩
獵

を
記
し
た
辭
に
わ
り
あ
い
多
く
見
え
る
。

數
詞
と
狀
詞
は
ど
ち
ら
も
名
詞
に
附
加
し
て
、
名
詞
の
性
質
や
狀
態
を
限
定
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
附
加
と
い
う
關
係
で
は
狀
詞
が
數
詞
よ
り
も
強
い
。
言
い
換

え
る
と
、
狀
詞
は
み
な
名
詞
の
前
に
緊
接
す
る
の
に
、
數
詞
は
狀
詞
の
前
か
名
詞

の
後
で
あ
り
、
決
し
て
狀
詞
と
名
詞
と
の
間
に
は
さ
ま
る
こ
と
は
な
く
、
狀
詞
も

決
し
て
名
詞
の
後
に
つ
く
こ
と
は
な
い
。
例
を
擧
げ
る
。

　

數
―
狀
―
名

　

狀
―
名
―
數

三
白
牛　
『
上
』28-1 

白
鹿
一　
『
前
』2-29-3

三
白
豕　
『
粹
』338 

白
牡
三　
『
粹
』235

三
小
　
『
前
』7-25-3 

白
𤜪
一　
『
粹
』956

十
大
牢　
『
金
』466 

白
豕
九　
『
粹
』79

「
狀
―
數
―
名
」
や
「
數
―
名
―
狀
」
は
な
い
。
し
か
し
一
種
「
名
―
數
―
名
」

で
構
成
さ
れ
る
名
詞
句
が
あ
り
、
例
え
ば
『
粹
』12

の
「
帝
五
工
臣
」・『
粹
』

13

の
「
帝
五
臣
」・『
上
』26-15

の
「
帝
五
工
」
な
ど
は
、
み
な
帝
の
五
工
を
指

し
て
お
り
、「
帝
」
は
修
飾
・
形
容
す
る
語
で
あ
る
。

卜
辭
の
數
字
は
ま
た
順
序
を
表
す
こ
と
も
で
き
る
。
上
甲
は
祭
祀
表
で
最
初
の

先
王
な
の
で
、「
元
示
」（『
前
』3-22-5

、『
上
』19-7

）
と
稱
し
た
り
、
ま
た
「
一

宗
上
甲
」（『
甲
』521

）
と
稱
す
る
。
元
・
一
・
二
な
ど
が
順
序
を
表
す
も
の
を
、

以
下
の
各
例
で
說
明
す
る
、

元
卜
用　
『
續
』1-39-9

﹇
元
卜
を
用
う
﹈

習
一
卜（
15
）　
『
佚
』220　
　
﹇
習か
さ

ぬ
る
こ
と
一
卜
﹈

習
二
卜　
『
佚
』220

﹇
習か
さ

ぬ
る
こ
と
一
卜
﹈

三
卜
用　
『
前
』8-12-6

﹇
三
卜
を
用
う
﹈

其
用
四
卜　
『
粹
』1256

﹇
其
れ
四
卜
を
用
い
ん
﹈

用
五
卜　
『
甲
』268　
　
﹇
五
卜
を
用
う
﹈

用
六
卜　
『
乙
』5399

﹇
六
卜
を
用
う
﹈

こ
れ
ら
は
第
何
卜
を
用
い
る
の
か
を
指
し
、序
數
は
必
ず
名
詞
の
前
に
置
か
れ
る
。

こ
の
他
に
、
廟
名
は
つ
ね
に
數
字
を
冠
し
、
例
え
ば
、「
四
且
丁
」
は
大
丁
・
中
丁
・

小
丁
よ
り
後
の
、
第
四
番
目
の
祖
丁
を
指
し
、「
四
」
と
「
大
」「
中
」「
小
」
は

み
な
順
序
を
表
す
。
そ
の
他
、
廟
名
の
前
に
加
え
た
「
高
」「
后
」「
亞
」
な
ど
の

字
も
こ
の
類
に
屬
す
る
。

卜
辭
に
記
さ
れ
た
數
字
か
ら
、當
時
の
社
会
情
況
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
擧
げ
た
「
五
十
」
以
上
の
數
字
の
、
そ
の
内
容
は
、
⑴
出
伐
の
人
數
、
⑵
殺

羌
の
人
數
、
⑶
祭
祀
の
牲
の
數
、
⑷
獲
た
獸
の
數
、
⑸
亀
甲
を
納
入
し
た
數
、
⑹

日
數
、
⑺
そ
の
他
の
物
の
數
、
で
あ
る
。
武
丁
が
土
方
・
邛
方
を
伐
す
る
の
に
卜

し
た
用
兵
の
數
は
、
最
多
で
も
五
千
を
超
え
ず
、
少
な
い
の
は
一
千
、
三
千
人
が

普
通
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
實
際
の
用
兵
の
數
は
、
お
そ
ら
く
三
千
人
ち
ょ
う
ど
と

は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。『
下
』43-9

の「
允
戈
伐
二
千
六
百
五
十
六
人
」や
、『
劍
』

212
の「
一
千
五
百
七
十
」が
指
し
て
い
る
の
は
、征
伐
し
て
獲
た
人
數
で
あ
ろ
う
。

卜
辭
の
「
𢻱
（
16
）
羌
」「
用
羌
」「
伐
羌
」
は
羌
を
殺
し
て
供
え
祭
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
人
數
の
最
高
は
三
百
人
、
次
に
よ
く
見
る
の
は
一
百
人
、
百
人
以
下
の
場
合

が
最
も
多
い
。
田
獵
で
獲
た
獸
類
は
、最
高
が
三
百
四
十
八
頭
で
あ
る
。
貝
を
取
っ
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た
の
は
最
高
が
六
百
、
龜
の
納
入
の
最
高
の
數
は
一
千
、
紀
日
の
最
高
の
數
は
、

「
五
百
四
旬
又
七
日
」、
つ
ま
り
五
四
七
日
で
あ
る
。

郭
沫
若
は
か
つ
て
「
牢
牛
を
卜
せ
る
の
數
…
…
一
・
二
・
三
た
び
連
卜
の
後
、

一
躍
し
て
五
と
爲
り
、
五
由
り
復
た
一
躍
し
て
十
と
爲
る
、
十
は
躍
し
て
十
五
と

爲
り
、
十
五
以
上
は
則
ち
十
の
倍
數
と
爲
る
」（『
粹
』586

）
の
に
注
目
し
た
。

こ
れ
は
殷
人
が
十
を
單
位
と
し
、
十
の
半
分
（
つ
ま
り
五
）
を
小
單
位
と
し
た
こ

と
を
表
す
。
卜
辭
の
十
以
上
の
倍
數
は
み
な
合
文
で
あ
り
、
十
の
倍
數
と
五
と
の

合
文
は
た
だ
「
十
五
」
の
み
で
あ
っ
て
、「
廿
五
」
以
上
は
み
な
合
文
に
は
な
ら

な
い
。
第
一
章
で
骨
臼
刻
辭
に
記
載
さ
れ
た
卜
骨
の
「
對
」
と
「
半
對
」
と
に
言

及
し
た
。
こ
の
五
や
對
で
の
計
算
方
式
は
、今
に
至
っ
て
も
な
お
保
た
れ
て
い
る
。

卜
辭
に
は
左
右
相
對
す
る
觀
念
が
あ
り
、
卜
辭
の
「
𠂇
」「
又
」
二
字
は
左
右
の

手
の
形
を
象
っ
て
い
る
。
對
や
五
や
十
を
計
數
の
單
位
と
す
る
習
慣
は
、
人
の
手

と
指
か
ら
發
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
七　

指
詞

指
詞
と
は
つ
ま
り
指
示
詞
で
あ
り
、
事
物
を
表
す
名
詞
全
て
の
前
に
附
加
さ
れ

る
。
そ
の
指
し
示
す
範
圍
は
、
ほ
ぼ
三
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
、
事
物
の
か
れ
こ

れ
。
二
、
時
間
の
そ
の
時
と
こ
の
時
。
三
、
方
位
の
こ
こ
か
し
こ
。
今
日
の
口
語

中
の
「
那
」「
這
」
は
い
か
な
る
範
圍
に
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
、「
這

人
・
那
屋
・
這
月
・
那
年
・
這
邊
・
那
裏
」
な
ど
で
あ
る
。

卜
辭
で
事
物
に
關
わ
る
指
稱
に
は
、「
茲
」
と
「
之
」
と
が
あ
る
。
羅
振
玉
は
「
𢆶

は
、
金
文
で
は
此
・
之
・
茲
と
訓
じ
、
卜
辭
と
同
じ
」（『
考
釋
』76b

）
と
い
う
。

胡
厚
宣
は
、「
𢆶
」
字
を
「
一
つ
と
し
て
『
茲
此
』
や
『
茲
今
』
の
『
茲
』
と
讀

ま
な
い
も
の
は
な
い
」（『
集
刊
』8:4:468

）
と
み
な
し
、
羅
氏
が
「
此
」
と
訓

じ
た
の
を
擴
充
し
て
「
今
」
と
訓
じ
た
の
は
正
し
い
。
た
だ
し
卜
辭
の
此
と
訓
じ

る
「
茲
」
に
は
二
種
の
品
詞
が
あ
り
、
一
つ
は
前
に
述
べ
た
指
示
代
詞
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
指
詞
で
あ
る
。
指
詞
と
し
て
の
「
茲
」
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一

つ
は
事
物
の
指
稱
で
あ
り
、
此
と
訓
じ
、『
爾
雅
』
釋
詁
の
「
茲
、
此
れ
也
」
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
時
間
の
指
稱
で
あ
り
、
今
と
訓
じ
、『
廣
雅
』
釋
言
の
「
茲
、

今
也
」
で
あ
る
。

事
物
の
指
稱
と
し
て
の
例
、

其
乍
茲
邑
禍　
『
續
』4-28-4

﹇
え
ん

其
れ
茲
の
邑
を
作
る
に
禍
あ
ら
ん
﹈

我
將（
17
）自
茲
邑　
　
『
善
』5209,5215

﹇
我
れ
茲
の
邑
自よ

り
將
せ
ん
﹈

勿
將
自
茲
邑　
　
『
善
』5215

﹇
茲
の
邑
自
り
將
す
る
勿
れ
﹈

今
歲
秋
不
至
茲
商　
『
河
』687

﹇
今
歲
の
秋
、
茲
の
商
に
至
ら
ず
﹈

告
于
茲
大
邑
商　
『
甲
』2416

﹇
茲
の
大
邑
商
に
告
げ
ん
﹈

其
用
茲
卜　
　
　
『
上
』15-3

﹇
其
れ
茲
の
卜
を
用
い
ん
﹈

茲
卜
不
其
隹
㞢
㣇
（
18
）　
『
乙
』7311

﹇
茲
の
卜
、
其
れ
隹
れ
㣇

た
た
り

㞢あ

ら
ざ
ら
ん
﹈

茲
雨
不
隹（
19
）　

　
『
林
』1-25-16

﹇
茲
の
雨
、
隹
れわ

ざ
わ
いな

ら
ざ
ら
ん
﹈

畜
馬
才
茲（
20
）　

　
『
粹
』1551

﹇
馬
を
畜や

し
なふ

は
茲
のう

ま
やに

在
ら
ん
﹈

卜
辭
の
「
之
」
字
は
、「
止
」
が
「
一
」
の
上
に
あ
る
の
に
從
い
、『
甲
骨
文
編
』

が
、「
㞢
」「
之
」「
生
」
の
三
形
を
一
つ
に
混
じ
て
、「
之
」
の
下
に
集
め
て
い
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。「
之
」
字
は
、「
𢆶
」
と
同
じ
く
卜
辭
に
お
い
て
指
示
代
詞
と

指
詞
を
兼
ね
る
。
指
詞
と
し
て
の
「
之
」
は
「
是
」
と
訓
じ
、『
爾
雅
』
釋
訓
の
、

「
之
子
者
是
子
也
」﹇
之
の
子
な
る
者
は
是こ

の
子
也
﹈
で
あ
る
。
卜
辭
の
例
は
多
く
な
い
。

例
え
ば
、
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御
之
兄
丁　
「
林
」2-29-3　
﹇
之
の
兄
丁
に
御
す
﹈

才
之
奠　
『
鐵
』168-3　
　
﹇
之
の
鄭
に
在
り
﹈

卜
辭
で
時
に
關
す
る
指
稱
に
は
、「
三
時
」﹇
過
去
・
現
在
・
未
來
﹈
の
別
が
あ
る
。

甲　

そ
の
時
よ
り
前
（
過
去
）

　
　

昔　

日

　
　

之　

日
・
夕
・
月

乙　

そ
の
時
の
内
（
現
在
）

　
　

今　

月
・
旬
・
夕
・
日
・
歲
・
秋
・
世
・
祀

　
　

茲　

月
・
旬
・
夕

丙　

そ
の
時
よ
り
後
（
未
來
）

　
　

羽　

日
・
夕

　
　

來　

日
・
夕
・
歲
・
世

　
　

生　

月

い
ま
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

「
昔
」
と
「
羽
」﹇=

翌
﹈
は
對
應
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
現
在
を
起
点
と
し
、
現

在
以
前
が
「
昔
」、
以
後
が
「
羽
」
で
あ
る
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
「
現
在
」
は
長

く
て
も
短
く
て
も
よ
い
の
で
、「
昔
」は
一
、
二
日
か
ら
六
十
日
前
で
も
よ
く
、「
羽
」

も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
例
、

丁
亥
卜
…
…
昔
日
乙
酉　
『
下
』28-3 

二
日
前

癸
未
卜
…
…
昔
丁
丑　
　
『
前
』4-27-3 

六
日
前

三
日
甲
申
告
曰
、
昔
甲
辰　
『
菁
』5 

一
六
日
前

甲
申
卜
…
…
羽
乙
酉　
『
前
』1-10-2 

一
日
後

癸
巳
卜
…
…
羽
乙
未　
『
續
』1-15-8 

二
日
後

乙
亥
卜
…
…
羽
乙
亥　
『
前
』7-4-1 

六
〇
日
後

癸
未
卜
來
壬
辰
雨　
　
『
粹
』790 

九
日
後

辛
丑
卜
于
來
甲
寅　
　
『
粹
』186 

一
三
日
後

た
だ
し
、
卜
辭
一
般
の
通
例
で
は
、「
羽
」
は
ふ
つ
う
二
日
目
を
指
し
、「
來
」
は

ふ
つ
う
未
來
の
二
日
目
以
後
を
指
す
。

事
物
に
使
わ
れ
た
「
之
」、
例
え
ば
「
之
兄
丁
」
に
は
ま
っ
た
く
時
間
の
觀
念

が
な
い
が
、「
之
日
」「
之
夕
」
は
決
し
て
「
こ
の
日
」「
こ
の
夕
」
で
は
な
く
、

過
去
を
表
す
「
そ
の
日
」「
そ
の
夕
」
で
あ
る
。
武
丁
卜
辞
に
次
の
よ
う
に
い
う
、

貞
今
日
其
雨
？
王
占
曰
、
疑
、
茲
气
雨
？
之
日
允
雨
、
三
月
。『
前
』7-36-2

﹇
貞
ふ
今
日
其
れ
雨
ふ
ら
ん
か
。
王
占
み
て
曰
く
、
疑
ふ
ら
く
は
茲
の
氣
雨
ふ
ら
ん
か
。
之
の
日
允

に
雨
ふ
る
、
三
月
﹈

こ
れ
は
命
辭
で
今
日
雨
降
る
か
否
か
を
卜
問
し
、
占
辭
で
そ
の
氣
が
雨
降
り
か
否

か
を
い
い
、
驗
辭
で
當
該
の
そ
の
日
に
果
た
し
て
雨
が
降
っ
た
こ
と
を
い
う
。
こ

こ
か
ら
「
今
日
」「
今
夕
」
と
い
う
の
は
記
卜
の
當
日
で
あ
り
、「
之
日
」「
之
夕
」

と
い
う
の
は
當
該
の
日
や
夕
を
追
記
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
そ
の
日
・
そ

の
晩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

之
日　
　

  『
前
』5-27-5

、『
林
』1-4-8

・1-30-2

・2-22-11

、『
續
』3-43-

6

・4-15-3

、『
粹
』1043

、『
誠
』76

、『
燕
』144

　

之
夕　
　

  『
前
』3-31-3

・7-14-3

、『
粹
』769

、『
續
』4-6-2

・4-9-1

・

4-17-8

、『
誠
』72

・127

、『
珠
』147

・683

、『
明
』2348

、『
佚
』

870

『
下
』36-1

、『
庫
』1737

、『
燕
』2

こ
れ
ら
は
み
な
武
丁
か
ら
祖
甲
卜
辭
に
屬
し
、ど
れ
も
驗
辭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

康
丁
卜
辭
に
い
う
、
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今
日
戊
、
王
其
田
、
不
冓
雨
？
茲
允
不
雨
。　
『
粹
』995

﹇
今
日
戊
、
王
其
れ
田か
り

す
る
に
、
雨
に
遘あ

は
ざ
ら
ん
か
。
茲
れ
允
に
雨
ふ
ら
ず
﹈

「
茲
」
は
「
茲
日
」
の
省
略
で
あ
り
、
稀
な
例
外
で
あ
る
。

「
今
」
と
「
茲
」
は
ど
ち
ら
も
現
在
を
表
す
も
の
で
あ
り
、「
今
」
が
最
も
よ
く

見
ら
れ
る
。
そ
の
例
、

今
日
雨　

『
前
』3-21-2

﹇
今
日
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

今
己
亥
不
其
雨　

『
佚
』370

﹇
今
己
亥
に
其
れ
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

今
辛
至
于
來
辛
又
大
雨
『
粹
』692

﹇
今
辛
よ
り
來
辛
に
至
り
、
大
雨
又あ

ら
ん
か
﹈

今
夕
不
雨　

『
河
』104
﹇
今
夕
に
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

及
今
夕
雨　

『
上
』22-3
、『
粹
』665

﹇
今
夕
に
及
び
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

今
日
夕
㞢
雨　

『
庫
』505

﹇
今
日
夕
に
雨
㞢あ

ら
ん
か
﹈

今
旬
雨　

『
續
』4-24-9

﹇
今
旬
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

辛
亥
卜
、
自
今
旬
…
…
、
壬
子
雨　
『
粹
』751

﹇
辛
亥
卜
す
、
今
自よ

り
旬
…
…
、
壬
子
雨
ふ
る
﹈

今
一
月
雨　

『
續
』1-27-9

﹇
今
一
月
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

及
今
二
月
雨　

『
前
』7-16-4

﹇
今
二
月
に
及
び
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

大（
21
）今
三
月
雨　

『
粹
』809

﹇
今
三
月
に
大お

よ

び
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

今
歲
商
受
年　

『
燕
』493

﹇
今
歲
に
商
は
年み

の
りを

受
け
ん
か
﹈

今
秋
我
入
商　

『
下
』42-3

﹇
今
秋
に
我
れ
商
に
入
ら
ん
か
﹈

今
春
王
勿
黍　

『
續
』1-53-3

﹇
今
春
に
王
黍き

び

つ
く
る
勿
ら
ん
か
﹈

今
世
方
其
大
出　

『
前
』1-46-4

﹇
今
世
に
方は

う

其
れ
大
い
に
出
で
ん
か
﹈

今（
22
）王
伐
土
方　

『
林
』2-9-1

﹇
今

に
王
土
方
を
伐
た
ん
か
﹈

其
隹
今
九
祀　

『
前
』3-28-3

﹇
其
れ
隹
れ
今
九
祀
﹈

以
上
の
「
今
」
は
現
在
を
表
し
、
そ
の
期
限
は
半
日
・
一
日
・
十
日
・
三
〇
日
で

あ
り
、
歲
・
秋
・
世
は
三
〇
日
よ
り
も
長
い
一
季
節
の
よ
う
で
あ
り
、
祀
は
一
年

で
あ
る
。「
世
」
と
「
夕
」
の
前
に
、
卜
辭
で
は
數
詞
を
加
え
た
も
の
は
な
い
。

卜
辭
に
は
「
今
月
」
と
い
う
の
は
な
く
、「
今
」
と
「
月
」
と
の
間
に
必
ず
數
詞

が
あ
る
。「
年
」
の
前
に
は
數
詞
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
今
」
の
前
に
は

加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
は
期
間
の
名
な
の
で
は
な
い
。

「
今
」「
昔
」
と
「
來
」「
羽
」
は
い
ず
れ
も
日
に
ち
に
つ
け
、「
今
乙
亥
」「
昔

乙
亥
」「
來
乙
亥
」「
羽
乙
亥
」
と
し
、
干
支
を
省
い
て
天
干
の
み
と
し
、「
今
乙
」

「
來
乙
」
等
と
し
て
も
よ
い
。
た
だ
「
今
」
だ
け
は
日
に
ち
を
切
り
離
し
て
「
今
日
」

を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

今
雨　

『
粹
』750

﹇
今
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

今
王
出　

『
粹
』1054

﹇
今
王
出
で
ん
か
﹈

自
今
至
于
己
酉
雨　
『
甲
』3121

﹇
今
自
り
己
酉
に
至
り
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

「
今
」
は
今
日
の
省
略
で
あ
り
、『
前
』8-14-1

の
「
辛
未
卜
、王
貞
、今
辛
未
大
風
」

﹇
辛
未
卜
す
、
王
貞
ふ
、
今
の
辛
未
に
大
い
に
風
ふ
か
ん
か
﹈
は
辛
未
の
日
に
卜
し
て
お
り
、「
今

辛
未
大
風
」
と
は
「
今
日
辛
未
大
風
」
で
あ
る
。

「
茲
」
の
用
法
は
ほ
ぼ
「
今
」
と
同
じ
だ
が
、「
今
」
ほ
ど
通
用
し
な
い
。
そ
の
例
、

茲
旬
其
雨　
『
庫
』597　

武
丁
卜
辭
﹇
茲
の
旬
に
其
れ
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

及
茲
二
月
㞢
大
雨　
『
前
』3-19-2

庚
申
卜
辭
﹇
茲
の
二
月
に
及
び
大
雨
㞢あ

ら
ん
か
﹈

及
茲
月
又
大
雨　
『
粹
』765

、『
金
』377　

廩
辛
卜
辭

﹇
茲
の
月
に
及
び
大
雨
又あ

ら
ん
か
﹈

茲
月
亾
大
雨　

―　

又
大
雨　
『
甲
』616

﹇
茲
の
月
に
大
雨
亾な

か
ら
ん
か
―
大
雨
又あ

ら
ん
か
﹈
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茲
月
至
生
月
又
大
雨　
『
庫
』998

﹇
茲
の
月
よ
り
生
月
に
至
り
大
雨
又
ら
ん
か
﹈

茲
月
又
大
雨　

―　

于
生
月
又
大
雨　
『
下
』18-13

﹇
茲
の
月
に
大
雨
又
ら
ん
か
―
生
月
に
于
て
大
雨
又
ら
ん
か
﹈

余
及
茲
月
出
自
卜
﹇
余
、
茲
の
月
に
及
び
卜ぼ

く

自よ

り
出
で
ん
か
﹈

甲
戌
卜
又
曰
吉　

―　

余
弗
及
之
月
出
自
卜　
『
侯
』29

﹇
甲
戌
卜
し
吉
と
曰
ふ
又あ

り
―
余
は
之
の
月
に
及
び
卜ぼ
く

自よ

り
出
で
弗ざ

ら
ん
﹈

「
及
茲
二
月
」
と
、
武
丁
卜
辭
の
「
及
今
二
月
」「
大
今
三
月
」
の
用
法
は
同
じ
で

あ
る
。「
茲
月
」「
生
月
」
が
同
一
版
に
竝
存
す
る
こ
と
か
ら
、
二
者
が
別
で
あ
る

こ
と
が
知
れ
る
。「
茲
月
」
は
今
月
で
あ
り
、「
之
月
」
は
「
之
日
」「
之
夕
」
の

例
の
よ
う
に
、
當
該
の
月
を
指
し
、「
之
月
」
は
占
辭
の
後
に
あ
っ
て
、
驗
辭
で

あ
る
。

乙
辛
卜
辭
に
は
よ
く
「
今
夕
亾
畎（
23
）」﹇

今
夕
畎
わ
ざ
わ
ひ

亾な

け
ん
﹈
の
語
が
あ
り
、
た
ま
に

「
茲
夕
亾
畎
」
と
し
て
い
る
の
も
あ
る
。
例
え
ば
『
綴
』182,183

等
。「
茲
夕
」

は
今
夕
で
あ
る
。

「
來
」「
羽
」「
生
」
は
、
み
な
未
来
を
表
す
形
式
で
あ
り
、「
來
」「
羽
」
の
例

は
以
下
、

來
壬
辰
雨　

『
粹
』790

﹇
來
る
壬
辰
に
雨
ら
ん
か
﹈

于
來
日
己　

『
粹
』303

﹇
來
る
日
の
己
に
于
て
﹈

來
乙　

『
佚
』714

﹇
來
る
乙
﹈

今
日
至
于
羽
甲
申
不
雨　
『
河
』178

﹇
今
日
よ
り
羽よ

く

甲
申
に
至
り
て
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

羽
庚
戌
其
雨　

『
粹
』796

﹇
羽
庚
戌
に
其
れ
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

羽
癸
雨　

『
誠
』84

﹇
羽
癸
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

于
翊
日
迺（
24
）

『
粹
』847

﹇
翊
日
に
于
い
て
迺
ちあ

ま
ご
ひせ

ん
か
﹈

翊
日
不
雨　

『
粹
』689　
　
﹇
翊
日
に
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

于
翊
日
旦
大
雨
『
金
』381

﹇
翊
日
の
旦
に
于
て
大
い
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

于
翊
夕

『
粹
』435

﹇
翊
夕
に
于
て

せ
ん
か
﹈

于
翊
夕
　

―　

今
夕

―

翊
日
　
『
粹
』437

﹇
翊
夕
に
于
て

せ
ん
か
―

れ
今
夕
に

せ
ん
か
―

れ
翊
日
に

せ
ん
か
﹈

丁
巳
卜

今
夕

宜（
25
）　

―　

丁
巳
卜
于
來
夕

宜　
『
京
津
』3974

﹇
丁
巳
卜
す
、

れ
今
夕
に

し
て
宜
せ
ん
か
―
丁
巳
卜
す
、
來
夕
に
于
て

し
て
宜
せ
ん
か
﹈

己
卯
卜（
26
）侯
于
來
夕
至　
『
粹
』1273

﹇
己
卯
卜
す

侯
は
來
夕
に
于
て
至
ら
ん
か
﹈

來
歲
受
年　
　
『
簠
』
歲9

﹇
來
歲
に
年み
の
りを
受
け
ん
か
﹈

下
歲　
　
　
　
『
中
大
』10

﹇
下
る
歲
﹈

來

王
其（
27
）丁　
『
續
』2-9-8

﹇
來

に
王
は
其
れ
丁
に

せ
ん
か
﹈

來
春
不
其
受
年　
『
粹
』881

﹇
來
春
に
其
れ
年み
の
りを
受
け
ざ
ら
ん
か
﹈

「
來
」「
羽
」
は
日
名
干
支
の
前
に
つ
け
、ま
た
地
支
を
省
い
て
も
よ
い
の
は
、「
今
」

と
同
じ
で
あ
る
。
康
丁
卜
辭
の
「
翊
日
」
は
、「
今
夕
」「
翊
夕
」
と
對
に
な
っ
て

お
り
、
意
味
は
次
の
日
・
明
日
で
あ
る
。
武
文
卜
辭
の
「
今
夕
」
は
「
來
夕
」
と

對
に
な
り
、「
來
夕
」
は
明
日
の
夜
間
を
指
す
は
ず
で
、
康
丁
卜
辭
の
「
翊
夕
」

と
同
義
で
あ
る
。
康
丁
卜
辭
の
「
今
夕
」
は
「
翊
夕
」
と
對
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど

武
文
卜
辭
の
「
今
夕
」
が
「
來
夕
」
と
對
に
な
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
み
な
今

晩
・
明
晩
を
指
す
。
日
名
の
「
翊
日
」
を
、
祭
名
の
「
羽
日
」（
あ
る
い
は

日
）

と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、『
粹
』288

「
羽
乙
酉
羽
日
于
小
乙
」﹇
羽
乙

酉
に
小
乙
に
羽
日
す
﹈
は
、「
羽
」
は
名
詞
の
前
に
附
い
た
指
詞
で
あ
り
、「
羽
日
」
は

動
詞
（
祭
祀
の
一
種
）
で
あ
る
。

卜
辭
に
、
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祀
六
來
秋　
『
佚
』991 

﹇
六
に
來
る
秋み

の
りを

祀
ら
ん
か
﹈

受
來
・
年
・
黍　
『
林
』2-4-6 

﹇
來む
ぎ

・
年い
ね

・
黍き
び

を
受
け
ん
か
﹈

前
者
の
「
來
」
は
形
容
詞
で
、「
秋
」
は
名
詞
﹇
み
の
り
﹈
で
あ
っ
て
、
季
節
の
名

で
は
な
い
。
後
者
の
「
來
」
は
麥
で
あ
り
、
年
・
黍
と
竝
列
し
、「
來
年
」
と
讀

む
こ
と
は
で
き
な
い
。

卜
辭
の
「
生
月
」
の
生
は
、「

」
（
28
）
に
作
り
、
從
來
誤
っ
て
「
之
」
と
釋
し
「
之

月
」
と
讀
ん
で
、
今
月
・
こ
の
月
と
み
な
し
て
い
た
。
下
記
の
各
辭
か
ら
は
「
生

月
」
が
來
月
で
あ
る
と
證
明
で
き
る
。

⒈　

茲
月
至
生
月
又
大
雨　
『
庫
』998

﹇
茲
月
よ
り
生
月
に
至
り
大
雨
又あ

ら
ん
か
﹈

⒉　

茲
月
又
大
雨　

―　

于
生
月
又
大
雨　
『
下
』18-13

﹇
茲
月
に
大
雨
又
ら
ん
か
―
生
月
に
于
て
大
雨
又
ら
ん
か
﹈

⒊　

丁
丑
卜
賓
貞
㔬
（
29
）往
、
六
月
﹇
丁
丑
卜
し
賓
貞
ふ
、
㔬
に
往
か
ん
か
、
六
月
﹈

　
　

丙
辰
卜
賓
貞
、
于
生
八
月
　
『
粹
』508

﹇
丙
辰
卜
し
賓
貞
ふ
、
生
八
月
に
于
て

せ
ん
か
﹈

⒋　

辛
亥
卜
生
月
乙
亥

系（
30
）、
立
中　
『
粹
』398

﹇
辛
亥
卜
す
、
生
月
乙
亥
に

し
系
し
、
中
を
立
て
ん
か
﹈

⒌　

乙
亥
卜
生
月
妹
㞢
史　

―　

今
三
月
㞢
史　
『
甲
』209

﹇
乙
亥
卜
す
、
生
月
の
妹ま

い

に
史こ

と

（
事
）
㞢あ

ら
ん
か
―
今
三
月
に
史こ

と
㞢
ら
ん
か
﹈

⒍　

帝
其
及
今
十
三
月
令
　

―　

帝
其
于
生
一
月
令
　
『
乙
』3282

（
參

『
乙
』6809

）

﹇
帝
其
れ
今
十
三
月
に
及
び
て

せ
令
め
ん
か
―
帝
其
れ
生
一
月
于
て

せ
令
め
ん
か
﹈

⒎　

庚
寅
卜
貞
于
噩
、
十
月　
﹇
庚
寅
卜
し
貞
ふ
、
噩
に
于
て
せ
ん
か
、
十
月
﹈

　
　

貞
于
生
十
一
月
令
㔬　
『
金
』569

﹇
貞
ふ
、
生
十
一
月
に
于
て
㔬
に
令
せ
ん
か
﹈

⒏　

丁
亥
卜
王
出
、
今
五
月　

―　
﹇
丁
﹈
亥
卜
王
于
生
月
出　
『
庫
』983

﹇
丁
亥
卜
す
、
王
出
で
ん
か
、
今
五
月
―
丁
亥
卜
す
、
王
生
月
に
于
て
出
で
ん
か
﹈

⒐　

辛
亥
卜
内
貞
今
一
月
（
31
）

化
其
㞢
至　

―　

其
于
生
二
月
至　
『
乙
』

7288

﹇
辛
亥
卜
し
内
貞
ふ
、
今
一
月
に
、

の

・
化
其
れ
至
る
㞢あ

ら
ん
か
―
其
れ
生
二

月
に
于
て
至
ら
ん
か
﹈

　
　

王

曰
今
一
月
其
㞢
至
、
隹
母
其
于
生
二
月
□　
『
乙
』7289

（7288

の
反
）﹇
王

み
て
曰
く
、
今
一
月
に
其
れ
至
る
㞢
ら
ん
か
、
隹
れ
其
れ
生
二
月
に
于
て

□
母な

か

ら
ん
か
﹈

こ
の
⒈
と
⒉
か
ら
、「
生
月
」
と
「
茲
月
」
と
が
對
に
な
り
、「
生
月
」
が
「
茲
月
」

の
後
に
あ
る
の
が
知
れ
る
。
⒊
か
ら
、
六
月
丁
丑
か
ら
丙
辰
ま
で
は
四
〇
日
、
丙

辰
は
七
月
な
の
で
、「
生
八
月
」
は
丙
辰
に
卜
し
た
時
の
次
の
月
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
⒋
か
ら
、
辛
亥
か
ら
生
月
の
乙
亥
ま
で
二
五
日
な
の
で
、
生
月
は
翌
月

を
指
し
、
二
個
月
先
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
⒌
の
「
今
三
月
」「
生
四
月
」

の
對
貞
か
ら
、
卜
し
た
對
象
は
今
月
と
來
月
で
あ
る
と
分
か
る
。
⒍
か
ら
、
十
三

月
の
次
が
翌
年
の
一
月
で
あ
る
の
で
、「
今
十
三
月
」
の
後
の
「
生
一
月
」
は
翌

年
の
一
月
で
あ
る
。⒎
の
十
月
は
銘
文
の
末
に
あ
り
、意
味
は
今
十
月
な
の
で
、「
生

十
一
月
」
は
翌
月
を
指
す
。
⒏
は
丁
亥
の
日
に
、
王
が
今
五
月
に
出
か
け
る
の
か

翌
月
に
出
か
け
る
の
か
を
卜
し
て
い
る
。
⒐
の
「
今
一
月
」
と
「
生
二
月
」
と
が

對
貞
な
の
で
「
生
二
月
」
と
は
正
月
の
一
個
月
後
、
つ
ま
り
二
月
で
あ
る
と
確
定

で
き
る
。

卜
辭
で
「
生
月
」
と
稱
す
る
の
は
、
武
丁
卜
辭
に
多
い
。
そ
の
例
、

生
月　
『
粹
』398,461,1273

、『
庫
』983,1139

、『
續
』6-20-5

、『
下
』

18-13
、『
林
』1-27-15
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生
一
月　
『
乙
』3282

生
二
月　
『
前
』3-19-3

、『
乙
』7288,7289

生
四
月　
『
甲
』209

生
七
月　
『
佚
』493

、『
前
』2-1-2,4-6-3

、『
續
』3-14-1

、『
綴
』331

生
八
月　
『
佚
』938

、『
粹
』508

生
十
一
月　
『
厦
』12
、『
甲
』954

、『
金
』569

生
十
二
月　
『
金
』473,483

生
十
三
月　
『
乙
』3282
、『
林
』1-20-11

卜
辭
の
現
在
形
と
未
來
形
と
は
よ
く
連
な
る
。
そ
の
例
、

辛
亥
卜
爭
貞
、
今
來
乙
卯
㞢
于
成
十
牛　
『
乙
』4761

﹇
辛
亥
卜
し
爭
貞
ふ
、
今
來
乙
卯
に
成
に
十
牛
を
㞢
せ
ん
か
﹈

丁
丑
卜
今
來
乙
酉
㞢
于
成
五

、
七
月　
『
續
』1-48-3

﹇
丁
丑
卜
す
、
今
來
乙
酉
に
成
に
五

を
㞢
せ
ん
か
、
七
月
﹈

辛
未
卜
殼
貞
今
來
甲
戌

王
亥　
『
乙
』5355

﹇
辛
未
卜
し
殼
貞
ふ
、
今
來
甲
戌
に
王
亥
に

せ
ん
か
﹈

丁
酉
卜
何
貞
今
來
辛
丑
勿
尞
其
　
『
甲
』2476

﹇
丁
酉
卜
し
何
貞
ふ
、
今
來
辛
丑
に
尞
す
る
勿
く
其
れ

せ
ん
か
﹈

庚
寅
卜
爭
貞
今
來
乙
未
𠦪　
『
善
』4435,4438

﹇
庚
寅
卜
し
爭
貞
ふ
、
今
來
乙
未
に
𠦪い

の

ら
ん
か
﹈

（
丙
戌
爭
貞
于
來
□
巳
〔
𠦪
〕　
『
善
』4435

）

﹇
丙
戌
に
爭
貞
ふ
、
來
□
巳
に
于
て
𠦪
ら
ん
か
﹈

□
丑
卜
爭
貞
今
來
歲
帝
〔
令
雨
〕　

廣
州
市
博
物
館
（
容
）

﹇
□
丑
に
卜
し
爭
貞
ふ
、
今
來
歲
に
帝
雨
ふ
ら
令
め
ん
か
﹈

今
來
歲
我
受
年　
『
乙
』979,1732,4229

﹇
今
來
歲
に
我
れ
年
を
受
け
ん
か
﹈

庚
寅
卜
今
生
一
月
方
其
亦
㞢
告　
『
甲
』3066

﹇
庚
寅
に
卜
す
、
今
生
一
月
に
方
其
れ
亦
た
告
ぐ
る
㞢あ

ら
ん
か
﹈

今
羽
受
〔
黍
年
〕　

―　

今
秋
（
32
）黍
年　
『
粹
』878

﹇
今
羽
に
黍
の
年
を
受
け
ん
か
―
今
秋
に

に
黍
の
年
あ
ら
ん
か
﹈

辛
未
貞
今
羽

王　
『
甲
』909

﹇
辛
未
貞
ふ
、
今
羽
に
王
に

せ
ん
か
﹈

以
上
は
、『
甲
』2476

が
廩
辛
卜
辭
で
あ
る
他
は
、多
く
が
武
丁
卜
辭
で
あ
る
。「
今

來
」
は
日
名
の
前
に
附
け
ら
れ
、
そ
の
意
味
は
未
來
を
表
し
、
卜
し
た
日
か
ら
數

え
る
と
、「
今
に
來
る
」
の
そ
の
日
は
、

下
旬　
『
乙
』4761,5355

、『
續
』1-48-3

、『
善
』4435,4438

本
旬　
『
甲
』2476

な
ど
で
あ
っ
て
み
な
二
旬
を
出
な
い
。「
今
來
〜
〜
」
と
い
う
の
は
「
直
近
將
來
」

﹇
す
ぐ
に
や
っ
て
く
る
﹈
に
近
い
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、「
今
生
一
月
」
は
す
ぐ
に
や
っ

て
く
る
來
月
で
あ
り
、「
今
來
歲
」「
今
羽
」
は
、
直
近
の
來
季
を
指
す
に
違
い
な

い
。
た
だ
最
後
の
一
辭
は
、「
羽
」
が
祭
名
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
今
日
の
明

日
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
に
述
べ
た
三
時
は
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
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卜
辭
の
方
位
に
關
す
る
指
詞
に
は
、
以
下
の
各
例
が
あ
る
。

東
・
西
・
南
・
北 

― 

方
・
土

東
・
中 

― 

室

左
・
右 

― 

馬　
『
下
』5-15

左
・
右
・
中 

― 

・
人　
『
粹
』597

、『
前
』3-31-2

大
・
小
・
中
・
右
・
北 

― 

宗

大
・
中
・
小 

― 

示

上 

― 

帝

高
・
后 

― 

祖
・
妣

南 

― 

庚

上
・
下 

― 

乙

外 

― 

丙

内 

― 

乙
・
戊

大
・
小 

― 

乙
・
丁

中 

― 

丁
・
己

こ
れ
ら
は
、（
1
）
あ
る
所
の
方
向
、（
2
）
宗
廟
の
神
主
の
あ
る
方
位
や
順
位
、

に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
東
方
・
東
土
の
「
東
」、
後
者
は
大
乙
・
大
丁
の
「
大
」

な
ど
で
あ
る
。
宗
廟
の
神
主
の
配
列
は
、
高
下
・
先
後
・
左
右
・
内
外
に
分
か
れ
、

こ
の
區
別
は
親
族
關
係
と
生
卒
や
即
位
の
前
後
を
序
と
し
て
い
る
の
で
、
神
主
の

位
置
を
表
す
一
方
で
、神
主
の
序
列
を
も
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
二
種
の
指
詞
は
、

修
飾
的
で
あ
り
、（
2
）
は
順
序
を
表
す
數
詞
の
役
割
も
兼
ね
て
お
り
、
今
か
ら

そ
れ
を
述
べ
て
い
く
。

前
述
し
た
狀
詞
・
數
詞
・
指
詞
は
、「
基
本
名
詞（
33
）」
の
前
に
附
け
て
使
わ
れ
る

の
で
、そ
の
性
質
は
廣
義
の
形
容
詞
で
あ
る
。「
大
雨
」
の
「
大
」
は
狀
詞
で
あ
り
、

「
大
・
中
・
小
」
と
し
て
廟
号
の
丁
の
前
に
加
え
ら
れ
た
「
大
」
は
、
序
列
を
表

し
て
い
る
と
言
え
、
ま
た
神
主
の
方
位
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
い
わ
ゆ
る

廣
義
の
形
容
詞
と
は
、
基
本
名
詞
に
加
え
ら
れ
た
附
加
詞
を
指
し
、
性
質
・
形
狀
・

數
量
・
範
圍
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
附
加
し
た
基
本
名
詞
を
限
定
し
て
い
る
。
基

本
名
詞
に
附
加
し
た
所
有
格
の
人
稱
代
詞
や
そ
の
他
の
名
詞
や
、
ま
た
基
本
名
詞

の
後
に
附
加
さ
れ
た
單
位
詞
や
數
詞
も
、
同
じ
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

附
加
さ
れ
た
名
詞
を
基
本
名
詞
と
稱
す
る
。
そ
れ
は
「
名
詞
句
」
の
中
で
か
な

ら
ず
と
い
う
譯
で
は
な
い
が
、
し
ば
し
ば
末
尾
に
置
か
れ
、
し
か
も
句
の
中
で
最

も
重
要
、
最
も
基
本
的
意
義
を
表
す
か
ら
で
あ
る
。
附
加
詞
の
位
置
は
、
基
本
名

詞
の
前
で
あ
り
、
ま
た
後
で
も
あ
る
。

（
1
）
狀
詞
は
基
本
名
詞
の
前
に
つ
く
。

　
　

狀 

― 
名　
（
大
邑
）　

未
來

現
在

過
去

今 祀

生今
生

今茲 之 月

今茲 旬

羽來今
來

今 昔之 日

翊來 今茲 之 夕

來今
來

下 今 歲

今 秋

來 今 春

來 今 世
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（
2
）
數
詞
は
基
本
名
詞
の
前
ま
た
は
後
に
つ
く
。
基
本
名
詞
に
狀
詞
が
附
い

て
い
る
も
の
は
、
數
詞
は
狀
詞
の
前
に
つ
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
後
に
つ

く
こ
と
も
あ
る
。
も
し
單
位
詞
が
つ
く
な
ら
、
數
詞
は
基
本
名
詞
の
後

に
附
き
、
單
位
詞
は
數
詞
の
後
に
つ
く
。

　
　

數
―
名　
（
三
牛
）

　
　

名
―
數　
（
牛
三
）

　
　

數
―
狀
―
名　
（
三
白
牛
）

　
　

狀
―
名
―
數　
（
白
牡
三
）

　
　

名
―
數
―
單　
（
貝
二
朋
）

（
3
）

所
有
格
の
人
稱
代
詞
は
基
本
名
詞
の
前
に
つ
く
。
基
本
名
詞
の
前
に

狀
詞
や
所
有
格
の
名
詞
が
あ
れ
ば
、
人
稱
代
詞
は
さ
ら
に
そ
の
前
に
つ

く
。

　
　

代
（
所
有
格
）
―
名　

（
我
田
）

　
　

代
（
所
有
格
）
―
名
（
所
有
格
）
―
名
（
我
西
鄙
田
）

　
　

代
（
所
有
格
）
―
狀
―
名

（
我
多
臣
）

（
4
）
所
有
格
の
名
詞
は
、
基
本
名
詞
の
前
に
つ
く
。

　
　

名
（
所
有
格
）
―
名　

（
攸
侯
喜
鄙
）

（
5
）
指
詞
は
基
本
名
詞
の
前
に
つ
く
。
基
本
名
詞
の
前
に
數
詞
や
所
有
格
の

名
詞
が
あ
れ
ば
、
指
詞
は
さ
ら
に
そ
の
前
で
あ
る
。

　
　

指
―
名

（
今
夕
）

　
　

指
―
數
―
名

（
今
八
月
）

　
　

指
―
名
（
所
有
格
）
―
名

（
茲
大
邑
商
）

以
上
の
各
條
を
、「0

」
で
基
本
名
詞
の
位
置
を
示
し
、
そ
の
前
を
「1

」、
さ
ら

に
前
を
「2

」、
後
を
「-1

」、
さ
ら
に
後
ろ
を
「-2

」
と
し
、
綜
合
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

2
   　
　
　
　
　

1　
　

   　
　
　
　

0　
　
　
　
　

-1　
　
　
　
　

-2

　
　
　
　
　
　
　

狀　
　
　
　
　
　

名
（
基
）　　
　

數　
　
　
　
　

單

　
　
　
　
　
　
　

名
（
所
有
）　　

指　
　
　
　
　
　

指

數　
　
　
　
　
　

數

代
（
所
有
）　
　

代
（
所
有
）

こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
名
詞
句
の
中
で
、
基
本
名
詞
は
通
常
は
末
位
に
あ

り
、
狀
詞
と
所
有
格
名
詞
は
つ
ね
に
そ
の
前
に
緊
接
し
、
指
詞
・
數
詞
・
代
詞
は

そ
の
前
に
置
く
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
狀
詞
と
所
有
格
名
詞
の
前
に
置
き
、
數
詞

は
基
本
名
詞
の
後
に
置
く
こ
と
が
で
き
、
單
位
詞
は
最
後
に
置
く
。

　

八　

關
係
詞　

こ
こ
で
い
う
關
係
詞
と
は
、
事
物
の
繋
が
り
や
動
作
發
生
の
時
間
・
場
所
な
ど

の
條
件
、
ま
た
人
物
と
の
關
係
を
說
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
分
け
る
な
ら
ば
、
連

詞
﹇
接
續
詞
﹈
と
介
詞
﹇
前
置
詞
﹈
で
あ
る
。

連
詞
の
大
半
は
名
詞
と
名
詞
と
を
繋
ぐ
も
の
で
、
そ
の
例
、

雀
及
子
商
徒
基
方
、
克　
『
乙
』5582

﹇
雀
及
び
子
商
、
基
方
に
徒ゆ

か
ん
、
克よ

し
﹈

母
己

子
癸
　
『
粹
』340

﹇

れ
母
己

び
子
癸
に

せ
ん
﹈

告
于
妣
己

妣
庚　
『
乙
』3297

﹇
妣
己

び
妣
庚
に
告
せ
ん
﹈

令
去
門

商
秉　
『
下
』10-14

﹇
去
門

び

び
商
に
令
し
て
秉
ら
し
め
ん
﹈

其
列
二
侯
、
上
絲
（
34
）侯　
『
卜
通
』
別
二
桃
山（
35
）
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﹇
其
れ
二
侯
の
上
絲

び

侯
を
列
せ
ん
か
﹈

犬
十

豚
十
―

羊
十

豚
十　
『
粹
』27

﹇

れ
犬
十

び
豚
十
を
せ
ん
か
―

れ
羊
十

び
豚
十
を
せ
ん
か
﹈

令
見
取
𢼄

十
人
于
穗　
『
甲
』2124﹇

見
に
令
し
て
𢼄

び
十
人
を
穗
に
取
ら
し
め
ん
か
﹈

王
賓
兄
庚

歲　
『
庫
』1021

﹇
王
兄
庚
に

び
歲
を
賓
せ
ん
か
﹈

尞
于
䖵
羊
㞢
豕　
『
上
』9-11

﹇
䖵こ
ん

に
羊
と
㞢ま
た

豕
を
尞
せ
ん
か
﹈

㞢
于
且
乙
牢
㞢
一
牛
㞢
　
『
前
』1-10-2﹇

且そ

乙い
つ

に
牢
と
㞢ま

た

一
牛
と
㞢ま

た
こ
く

と
を
㞢い

う

せ
ん
か
﹈

𦊁
一
百
㞢
九
十
㞢
九　
『
乙
』764
﹇
𦊁
一
百
㞢
九
十
㞢
九
を
せ
ん
か
﹈

妣
庚
（
36
）牢
又
一
牛　
『
粹
』391

﹇
妣
庚
に
牢
と
又
一
牛
と
を

せ
ん
か
﹈

方
帝
、
卯
一
牛
㞢
　
『
前
』7-1-1

﹇
方
帝
に
、
一
牛
を
卯さ

（
劉
）
き
㞢ま
た

せ
ん
か
﹈

允
禽
二
百
㞢
九　
『
前
』4-4-2　
　
　
﹇
允
に
禽と

ら

ふ
る
こ
と
二
百
㞢
九
﹈

允
禽
三
百
又
𠦜
八　
『
下
』41-12　
　
﹇
允
に
禽と

ら

ふ
る
こ
と
三
百
又
𠦜
八
﹈

余
其
从
多
田
于
多
白
正
盂
方　
『
甲
』2395,2416

﹇
余
れ
其
れ
多
田
于お

よ

び
多
白
を
从
へ
盂
方
を
正
（
征
）
せ
ん
か
﹈

其
告
水
入
于
上
甲
兄（
37
）大
乙
一
牛　
『
粹
』148

﹇
其
れ
水
の
入
る
を
上
甲
に
告
げ
、
況ま

し

て
大
乙
に
一
牛
を
せ
ん
か
﹈

丁
未
貞
（
38
）歲
于
劦
、
冓
―
丁
未
貞

歲
于
祭
、
冓　
『
粹
』431

﹇
丁
未
貞
ふ
、

歲
于お

よ

び
劦
を

す
れ
ば
、
冓あ

は
ん
―
丁
未
貞
ふ
、
歲
于
び
祭
を

す
れ
ば
、
冓
は
ん
﹈

丁
未
貞

歲

祭
、
冓
―

歲
于
祭
、
冓　
『
粹
』422

﹇
丁
未
貞
ふ
、
歲

れ
祭
を

す
れ
ば
、
冓
は
ん
―
歲
于
び
祭
を

す
れ
ば
、
冓
は
ん
﹈

乎

目
・
兇
・
河
氐

・

・
　
『
寧
滬
』3-40

﹇
乎よ

び
て
目
・
兇
・
河
氐お
よ

び

・

・

に

せ
ん
か
﹈

以
上
の
連
詞
の
う
ち
、「

」「
㞢
」「
又
」「
于
」
は
少
し
も
問
題
が
な
い
。「
㞢
」

「
又
」
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。「
及
」「
底
」「
兄
」
の
例
は
少
な
く
、再
考
を
要
す
る
。

『
粹
』422

と431

の
兩
辭
を
比
べ
る
と
、「

」
と
「
于
」
と
は
通
用
し
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
兩
辭
と
『
庫
』1021

の
例
は
、
み
な
連
詞
で
二
つ
の
祭
名
を
つ

な
い
で
い
る
。
こ
の
他
は
、
連
詞
が
つ
な
い
で
い
る
の
は
多
く
が
人
・
牲
・
數
で

あ
る
。

上
の
諸
例
か
ら
連
詞
は
、
二
つ
の
事
物
の
間
に
ふ
つ
う
置
か
れ
、
二
つ
以
上
の

事
物
の
連
接
に
は
二
つ
以
上
の
連
詞
を
使
う
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
例
は
西
周
金

文
の
〈
令
彝
〉
に
も
見
え
る
。
卜
辭
に
は
さ
ら
に
少
数
で
は
あ
る
が
連
詞
が
短
句

二
つ
を
つ
な
い
で
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
意
味
は
現
代
語
の
「
竝
且
」﹇
し
か
も
・

そ
し
て
﹈
に
近
い
。

王
賓
父
丁
歲
三
牛
、

兄
己
一
牛
、
兄
庚
□
丑　
『
上
』19-14

﹇
王
父
丁
に
賓
し
て
歲
す
る
こ
と
三
牛
、

び
兄
己
に
一
牛
、
兄
庚
に
□
丑
せ
ん
か
﹈

其
𠦪
禾
于
示
壬
𠁗
、

　
『
佚
』892﹇

其
れ
禾
を
示
壬
に
𠦪
り
𠁗
せ
ん
、

び

せ
ん
か
﹈

㞢
伐
于
黃
尹
、
亦
㞢
于
　
『
前
』1-52-3

﹇
黃
尹
に
㞢
伐
し
、
亦
た

に
㞢
せ
ん
﹈

上
例
中
、『
粹
』27

は
、
同
一
版
の
中
で
連
詞
は
有
っ
て
も
無
く
て
も
よ
い
。

そ
の
他
の
例
、

王
乍
三

、
右
・
中
・
左　
『
粹
』597

﹇
王
三

（
師
）
を
乍
（
作
）
る
、
右
・
中
・
左
﹈

二
田
、
噩
・
盂　
『
粹
』968　
　
　
　
﹇
二
田
、
噩
・
盂
﹈

于
五
示
告
、
丁
・
且
乙
・
且
丁
・
羌
甲
・
且
甲　
『
粹
』250

﹇
五
示
に
告
す
、
丁
・
且
乙
・
且
丁
・
羌
甲
・
且
甲
﹈
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册
𠭯
方
・
羌
方
・
羞
方
・
庚
方
…
…
四
邦
方　
『
續
』3-13-1

﹇
𠭯
方
・
羌
方
・
羞
方
・
庚
方
…
四
邦
方
に
册
す
﹈

列
擧
し
た
名
に
つ
い
て
、
そ
の
總
數
を
記
し
て
い
る
の
で
、
連
詞
は
必
要
で
は
な

い
。介

詞
は
名
詞
の
前
に
置
か
れ
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
半
獨
立
性
の
介
詞
構
造
を

形
作
り
、
主
文
と
連
繋
す
る
。
そ
し
て
主
と
し
て
主
文
の
動
詞
を
制
約
す
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
論
じ
れ
ば
、
介
詞
は
動
詞
と
名
詞
と
を
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の

結
び
つ
き
は
、
條
件
を
つ
け
る
關
係
な
の
で
、
連
詞
が
名
詞
と
名
詞
と
の
間
の
平

列
關
係
の
結
び
つ
き
で
あ
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の
動
詞
句
が
、
あ
る
時

間
・
空
間
條
件
の
下
、
ま
た
あ
る
人
物
と
の
關
係
に
お
い
て
、
動
作
を
進
め
る
過

程
や
目
的
を
表
す
に
は
、
異
な
っ
た
介
詞
句
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
直
接
賓
語
の

み
介
詞
を
必
要
と
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
動
作
の
時
間
・
空
間
や
間
接
賓
語
な
ど

は
、
常
に
介
詞
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
、
三
種
類
が
あ
る
、

（
1
）
人
物
關
係　
　

自
〜
・
至
于
〜
・
于
〜

P-M

（
2
）
時
間
條
件　
　

自
〜
・
至
于
〜
・
于
〜
・
才
﹇
在
﹈
〜

P-T

（
3
）
空
間
條
件　
　

自
〜
・
至
于
〜
・
于
〜
・
才
﹇
在
﹈
〜
・
从
〜

P-L

い
ま
例
を
擧
げ
る
、

尞
于
河
五
牛　
『
前
』2-9-3 

﹇
河
に
五
牛
を
尞
せ
ん
か
﹈

　
　

V-

（P-M

）-O
1

𠦪
于
河
年　
『
粹
』884 

﹇
河
に
年み

の
りを

𠦪い
の

ら
ん
か
﹈

　
　

V-

（P-M

）-O
1

于
河
𠦪
年　
『
佚
』375 

﹇
河
に
年み

の
りを

𠦪い
の

ら
ん
か
﹈

　
　
（P-M

）- V-O
1

𠦪
年
于
河　
『
粹
』856 

﹇
年
を
河
に
𠦪
ら
ん
か
﹈

　
　

V-O
1 -

（P-M

）

六
豕
于
且
乙　
『
續
』1-13-3 

﹇
六
豕
を
且
乙
に

せ
ん
か
﹈

　
　

V-O
1 -

（P-M

）

王
于
父
丁
告　
『
粹
』367 

﹇
王
父
丁
に
告
げ
ん
か
﹈

　
　

S-

（P-M

）-V

至
于
大
乙
告　
『
粹
』134 

﹇
大
乙
に
至
り
て
告
げ
ん
か
﹈

　
　
（P-M

）-V

自
上
甲
衣
至
于
多
后　
『
粹
』853 

﹇
上
甲
自よ

り
衣い
ん

し
て
多
后
に
至
ら
ん
か
﹈

　
　
（P-M

）-V-

（P-M

）

自
上
甲
至
于
多
后
衣　
『
前
』3-27-7 

﹇
上
甲
自
り
多
后
に
至
り
衣
せ
ん
か
﹈

　
　
（P-M

-P-M

）-V

自
上
甲
衣　
『
下
』34-1 

﹇
上
甲
自
り
衣
せ
ん
か
﹈

　
　
（P-M

）-V

㞢
于
大
庚
至
于
中
丁
一
　
『
下
』40-11

﹇
大
庚
よ
り
中
丁
に
至
り
一

を
㞢
せ
ん
か
﹈

　
　

V

（P-M
-P-M

）-O
1

乎
子
㞢
于

犬　

﹇
子

を
乎よ

び

に
犬
を
㞢い

う

せ
し
め
ん
か
﹈

　
　

V-O

〔S-V-

（P-M

）-O
1

〕
（
39
）

𤰔
犬
㞢
于
　
『
續
』5-12-5 

﹇
𤰔こ

れ
犬
を

に
㞢
す
﹈

　
　

P-O
1 -V-

（P-M

）
（
40
）

王
于
庚
寅
步
自
衣　
『
粹
』1041 

﹇
王
庚
寅
に
于お

い

て
衣
自よ

り
步
ま
ん
か
﹈

　
　

S-
（P-T

）-V-

（P-L

）

于
壬
王
迺
田　
『
粹
』999 

﹇
壬
に
于お

い

て
王
迺す

な
はち

田か
り

せ
ん
か
﹈
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（P-T

）-S-V

自
今
至
于
戊
寅
雨　
『
前
』3-2-6 

﹇
今
自よ

り
戊
寅
に
至
り
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

　
　
（P-T-P-T

）-V
今
丁
巳
至
于
庚
申
不
雨　
『
乙
』1161

﹇
今
丁
巳
よ
り
庚
申
に
至
り
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

　
　
（T-P-T
）-V

其
𠦪
禾
于
丁
未　
『
粹
』26 

﹇
其
れ
禾
を
丁
未
に
𠦪い
の

ら
ん
か
﹈

　
　

V-O
1 -

（P-T
）

自
五
日
雨　
『
粹
』708 

﹇
五
日
自
り
雨
ふ
る
﹈

　
　
（P-T

）-V

射
（
41
）以
羌
用
自
上
甲
于
甲
申　
『
粹
』81
﹇
射

、
羌
を
以
て
上
甲
自よ

り
用
い
、

　
　

S-

（P-M

）-V-

（P-M

）-

（P-T
）

甲
申
に
于
て
せ
ん
か
﹈

于
敦
受
年　
『
粹
』863 

﹇
敦
に
于お
い

て
年み
の
りを
受
け
ん
﹈

　
　
（P-L

）-V-O
1

自
東
西
北
逐

麋　
『
粹
』957 

﹇
東
西
北
自よ

り

麋
を
逐
は
ん
﹈

　
　
（P-L

）-V-O
1

其
逐

麋
自
西
北
東　
『
粹
』980 

﹇
其
れ

麋
を
西
・
北
・
東
自よ

り
逐
は
ん
﹈

　
　

V-O
1 -

（P-L

）

从
向
歸　
『
粹
』1067 

﹇
向
从よ

り
歸
ら
ん
か
﹈

　
　
（P-L

）-V

才
小
宗
又
歲
自
上
甲　
『
下
』42-15

﹇
小
宗
に
才あ

り
て
歲
を
上
甲
自よ

り
又あ

ら
し
め
ん
か
﹈

　
　
（P-L

）-V-O
1 -

（P-M

）

其
自
卜
又
來
禍　
『
粹
』1253

﹇
其
れ
卜
自よ

り
來
禍
又あ

ら
ん
か
﹈

　
　
（P-L

）-V-O
1

王
往
于
廼　
『
粹
』1036 

﹇
王
廼
に
往
か
ん
か
﹈

　
　

S-V-

（P-L

）

王
入
于
商　
『
前
』2-1-1 

﹇
王
商
に
入
ら
ん
か
﹈

　
　

S-V-

（P-L

）

…
田
从

至
于

…　
『
前
』7-2-4 

﹇

从よ

り

に
至
り
田か
り

せ
ん
か
﹈

　
　

V-

（P-L-P-L

）

王
步
自
樹
于
來　
『
卜
通
』743 

﹇
王
樹
自よ

り
來
に
步
ま
ん
か
﹈

　
　

S-V-

（P-L-P-L

）

方
出
从
北
　
『
粹
』366 

﹇
方
北

从よ

り
出
で
ん
か
﹈

　
　

S-V-

（P-L

）

上
記
の
諸
例
か
ら
形
式
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
、

　
　
　
　

S

―V

―O

（P-M

）　　
　
　

↑
―
―
―
―
―
―
―
――
―
―
↓

（P-T

）
↑
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
↓

（P-L

）　　
　
　

↑
―
―
―
―
―
―
―
――
―
―
↓

つ
ま
り
、
人
物
介
詞
句
（P-M

）
は
動
詞
と
賓
語
の
間
に
置
か
れ
、
ま
た
動
詞
の

前
で
も
賓
語
の
後
で
も
よ
い
。
時
間
介
詞
句
（P-T

）
は
主
語
と
動
詞
の
間
に
置

か
れ
、
ま
た
賓
語
の
後
で
も
よ
い
（
比
較
的
少
な
い
）
（
42
）。
空
間
介
詞
句
（P-L

）

は
動
詞
と
賓
語
の
間
に
置
か
れ
、
ま
た
動
詞
の
前
で
も
賓
語
の
後
で
も
よ
い
。
人

物
介
詞
句
が
動
詞
の
前
に
あ
る
場
合
は
、
前
置
賓
語
で
あ
る
。

こ
こ
で
そ
の
他
の
よ
く
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
例
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
。
空
間

介
詞
句
は
早
期
の
卜
辭
で
は
常
に
命
辭
の
末
に
置
か
れ
、例
え
ば
辭
末
に
「
才
〜
」

﹇
〜
に
才あ

（=

在
）
り
﹈
と
記
す
。
晩
期
の
卜
辭
で
は
常
に
前
辭
に
記
さ
れ
、例
え
ば
「
甲
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子
卜
才
〜
貞
」﹇
甲
子
卜
し
〜
に
才
り
て
貞
ふ
﹈
と
あ
る
。
時
間
介
詞
句
は
常
に
命
辭
の

末
に
置
か
れ
、
例
え
ば
早
期
・
中
期
の
銘
文
末
の
「
〜
月
」﹇
こ
れ
は
介
詞
な
し
﹈「
才

〜
月
」、
晩
期
卜
辭
の
「
才
〜
月
隹
王
〜
祀
」﹇
〜
月
に
才
り
、
隹こ

れ
王
の
〜
祀
﹈
な
ど
で

あ
る
。

介
詞
構
造
が
前
後
に
移
る
の
に
は
意
味
が
あ
り
、
特
に
重
点
を
置
く
卜
問
で
あ

れ
ば
、
し
ば
し
ば
後
か
ら
前
に
移
さ
れ
る
。
あ
る
省
略
し
た
命
辭
で
は
、
主
語
と

動
詞
を
省
略
し
、
重
点
を
置
く
卜
問
の
（
人
物
・
時
間
あ
る
い
は
空
間
）
介
詞
句

の
み
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

介
詞
句
の
介
詞
も
ま
た
よ
く
省
略
さ
れ
る
。
次
の
〔　

〕
内
が
そ
の
省
略
例
、

尞
〔
于
〕
上
甲
十
牛　
『
粹
』93 
﹇
上
甲
に
十
牛
を
尞
せ
ん
﹈

尞
于
上
甲　
『
粹
』105 

﹇
上
甲
に
尞
せ
ん
﹈

𠦪
禾
〔
自
〕
上
甲　
『
粹
』858 

﹇
禾
を
上
甲
よ
り
𠦪い
の

ら
ん
﹈

𠦪
禾
自
上
甲　
『
明
續
』458 

﹇
禾
を
上
甲
自よ

り
𠦪
ら
ん
﹈

自
五
日
雨 

―
〔
自
〕
五
日
雨　
『
粹
』768

﹇
五
日
自
り
雨
ふ
ら
ん
か―

五
日
に
雨
ふ
る
﹈

〔
自
〕
今
日
至
于
羽
丁
巳
雨　
『
明
』735

﹇
今
日
よ
り
羽よ

く

丁
巳
に
至
り
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

自
今
至
于
戊
寅
雨　
『
前
』3-21-6 

﹇
今
自
り
戊
寅
に
至
り
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

王
入
〔
于
〕
商　
『
庫
』1003 

﹇
王 

商
に
入
ら
ん
か
﹈

王
入
于
商　
『
前
』2-1-1 

﹇
王 

商
に
入
ら
ん
か
﹈

乙
辛
卜
辭
に
な
る
と
、「
田
于
〜
」﹇
〜
に
田か

り

す
﹈
は
常
に
「
田
〜
」
と
省
略
さ
れ
る
。

卜
辭
に
は
さ
ら
に
竝
立
の
介
詞
句
が
少
し
あ
り
、
例
え
ば
、

其
又
于
母
辛 

― 

毋
又
于
且
辛
于
母
辛　
『
續
』1-42-5

﹇
其
れ
母
辛
に
又い

う

せ
ん
か

 

―
且
辛
に
母
辛
に
又い

う

す
る
毋な

か

ら
ん
か
﹈

烝
于
且
乙
于
后
且
乙　
『
卜
通
』41　
﹇
且
乙
に
后
且
乙
に
烝
せ
ん
か
﹈

旣
尞
于
河
于
岳　
『
粹
』32　
﹇
旣
に
河
に
岳
に
尞
す
﹈

二
番
目
の
介
詞
「
于
」
を
連
詞
の
「
與
」﹇
〜
と
〜
﹈
と
解
釋
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

一
番
目
が
示
し
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
介
詞
と
定
め
る
方
が
妥
當
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
形
式
は
、

　

V-

（P-M
,P-M

）
あ
る
い
は
、V-P-

（M
+
M

）

動
詞
に
つ
い
て
述
べ
た
時
に
、す
で
に
「
𤰔
」「
隹
」
は
介
詞
で
あ
る
と
言
っ
た
。

こ
の
二
種
の
介
詞
は
、
そ
の
對
象
を
動
詞
の
前
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
介
詞

を
つ
け
る
こ
と
が
賓
語
提
前
の
條
件
と
い
う
譯
で
は
な
い
。
本
節
で
述
べ
た
よ
う

に
介
詞
句
は
動
詞
の
前
で
も
後
で
も
よ
く
、
賓
語
の
前
置
は
そ
の
附
さ
れ
た
介
詞

と
は
無
關
係
な
の
で
あ
る
。
上
に
述
べ
た
三
種
﹇
人
物
・
時
間
・
空
間
﹈
の
介
詞

句
に
共
通
の
介
詞
は
、「
于
」「
至
于
」「
自
」
で
あ
り
、
時
空
間
の
介
詞
句
に
共

通
な
の
は
、「
才
」、
空
間
介
詞
句
に
特
有
な
の
は
「
从
」
で
あ
る
。

連
詞
の
「
及
」「

」「
于
」「
㞢
」「
又
」
と
、
介
詞
の
「
于
」「
至
于
」「
自
」

な
ど
は
、卜
辭
中
で
ま
た
動
詞
に
も
な
る
。
と
り
わ
け
「
至
于
〜
」
の
「
至
」
は
、

實
際
に
は
動
詞
の
性
質
を
持
ち
、
こ
の
介
詞
句
自
體
が
「V-P-O

」
の
形
式
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

九　

助
動
詞

上
述
の
八
種
の
品
詞
は
、
動
詞
の
他
は
み
な
名
詞
と
關
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

名
詞
は
事
物
そ
れ
自
身
で
あ
り
、
代
詞
は
事
物
の
代
替
で
あ
り
、
數
詞
・
單
位
詞

は
事
物
の
数
量
を
説
明
し
、
狀
詞
・
指
詞
は
事
物
の
狀
貌
と
區
別
を
説
明
し
、
關

係
詞
は
事
物
の
連
繫
あ
る
い
は
時
空
條
件
や
人
物
關
係
を
動
詞
に
結
び
つ
け
て
い
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る
。
以
上
の
六
種
の
品
詞
（
代
・
單
位
・
數
・
狀
・
指
・
關
係
）
は
ど
れ
も
動
詞
・

動
詞
句
か
ら
獨
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

卜
辭
中
、
動
詞
の
數
は
名
詞
の
多
さ
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
祭
祀
や
征
伐
を
表
す

動
詞
の
他
、
ふ
つ
う
の
動
詞
は
比
較
的
少
な
い
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
介
詞
句
が
動
詞
の
條
件
を
表
し
て
い
る
の
で
、
ほ
ん
と
う

に
動
詞
の
前
に
直
接
に
附
加
す
る
詞
は
た
い
へ
ん
少
な
い
。
い
ま
武
丁
卜
辭
の
邛

方
を
主
語
と
し
、
そ
の
出
る
・
出
な
い
を
記
述
す
る
卜
辭
を
次
に
擧
げ
る
、

　
　

出　
　
　
『
上
』29-4
、『
續
』3-2-2

　

其
出　
　
　
『
珠
』175

、『
上
』16-6

　

不
出　
　
　
『
珠
』173,1193

　

允
出　
　
　
『
前
』1-28-6,6-10-2

允
其
出　
　
　
『
菁
』9-8

弗
其
出　
　
　
『
上
』16-7

不
允
出　
　
　
『
前
』1-42-6

、『
庫
』1616

弗
允
出　
　
　
『
續
』3-6-8

其
亦
出　
　
　
『
珠
』173,1193

、『
續
』3-8-3

不
亦
出　
　
　
『
林
』2-3-15

、『
鐵
』10-3

其
㞢
出　
　
　
『
鐵
』62-2

其
大
出　
　
　
『
前
』5-28-6

不
大
出　
　
　
『
前
』5-28-6

　

其
出
允（
43
）　

　
『
珠
』179

　
　

出
允
其　
『
前
』5-17-7

い
ま
「
出
」
を
「0

」
の
位
置
と
し
、そ
の
前
を
「1

」「2

」
と
し
、後
を
「-1

」「-2

」

と
し
て
、
そ
の
順
序
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 2　
　

  　
　

1　
　

  
0　

　

-1　
　
　

-2

　
　
　
　
　
　

不　
　
　

出

弗
・
允　
　
　

其　
　
　

出　
　
　

允

弗
・
不　
　
　

允　
　
　

出　
　
　

允　
　
　

其

不
・
其　
　
　

亦　
　
　

出

不
・
其　
　
　

大　
　
　

出

　

其　
　
　
　
㞢　
　
　

出

こ
の
う
ち
、「
不
」「
弗
」
は
否
定
の
、「
其
」
は
不
定
の
、「
允
」「
㞢
」
は
肯
定

の
語
氣
を
表
す
。
あ
る
動
詞
句
に
も
し
否
定
詞
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
最
前
に

あ
り
、
不
定
詞
・
肯
定
詞
は
、
否
定
詞
と
動
詞
と
の
間
に
は
さ
ま
る
。
も
し
肯
定

詞
と
不
定
詞
と
が
と
も
に
一
つ
の
動
詞
句
中
に
あ
れ
ば
、
肯
定
詞
が
不
定
詞
に
先

ん
じ
る
。
も
し
形
容
性
の
「
大
」「
亦
」
が
同
じ
句
中
に
あ
れ
ば
、
否
定
詞
や
不

定
詞
は
必
ず
「
大
」「
亦
」
に
先
ん
じ
る
。
し
て
み
る
と
、
形
容
性
の
附
加
詞
が

最
も
動
詞
に
緊
接
し
、
そ
の
狀
況
は
名
詞
句
の
中
の
狀
詞
に
近
い
。
こ
の
三
種
の

語
氣
を
表
す
順
序
は
、
否
定
・
肯
定
・
不
定
の
順
で
あ
る
。

動
詞
の
附
加
詞
は
、
上
述
の
も
の
に
限
ら
な
い
。
附
加
詞
は
常
に
動
詞
の
前
に

あ
る
が
、
隔
た
る
時
も
あ
る
。
例
え
ば
、

乎
帚
好
先
（
44
）人
于
龐　
　
『
前
』7-30-4

﹇
帚
（
婦
）
好
に
、

人
を
龐
に
先
せ
ん
か
﹈

勿
乎
帚
好
先
于
龐

人　
　
『
粹
』1229﹇

帚
好
に
龐
に

人
を
先
す
る
勿
か
ら
ん
ん
か
﹈

こ
れ
は
介
詞
句
「
于
龐
」
の
前
置
の
た
め
に
、
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。

卜
辭
は
よ
く
肯
定
と
否
定
と
の
兩
面
か
ら
貞と

う
の
で
、
否
定
詞
の
使
用
が
も
っ
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と
も
頻
繁
で
あ
る
。「
亡
」
と
「
又
（
有
）」
は
對
で
あ
り
、「
亡
」
の
義
は
「
無
」

ま
た
は
「
没
有
」
で
あ
り
、
動
詞
で
あ
る
。
否
定
詞
は
そ
の
音
か
ら
二
組
に
分
け

ら
れ
る
。
一
組
は
、
兩
唇
破
裂
音
の
「
不
」「
弗
」
で
あ
り
、
も
う
一
組
は
兩
唇

鼻
音
の
「
勿
」「
毋
」
で
あ
る
。
こ
の
四
者
は
、
そ
の
意
味
と
語
氣
と
に
違
い
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
は
、
指
摘
し
が
た
く
、
そ
の
結

合
の
關
係
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
少
し
區
分
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

「
毋
」
と
「
勿
」
に
は
、
命
令
・
願
望
の
意
味
が
あ
り
、
命
令
・
願
望
に
は
相

手
が
い
て
、そ
の
相
手
に
「
〜
し
な
い
よ
う
に
」
願
っ
て
い
る
の
で
、こ
れ
と
「
弗
」

「
不
」
が
「
〜
で
は
な
い
」
（
45
）
と
い
う
の
と
區
別
が
あ
る
。「
毋
」「
勿
」
の
例
、

羽
戊
申
毋
其
星
（
晴
）　
『
柏
』43　
﹇
羽
戊
申
に
其
れ
晴
る
る
毋
れ
﹈

毋
才
茲
𢓊　
『
前
』1-9-7　
﹇

は
茲こ
こ

才よ

り
𢓊ゆ

く
毋
れ
﹈

毋
其
㞢　
『
珠
』1047　
﹇
其
れ
㞢
す
る
毋
れ
﹈

毋
射　
『
佚
』774　
﹇
射
る
毋
れ
﹈

邛
方
其
來
、
王
勿
逆
伐　
『
前
』4-24-1

﹇
邛
方
其
れ
來
ら
ん
、
王
は
逆
へ
伐
つ
勿
れ
﹈

勿
正
邛
方
、
下
上
弗
若
、
不
我
其
受
又　
『
粹
』1084　

﹇
邛
方
を
征
す
る
勿
れ
、
下
上
若だ

く

（
諾
）
せ
弗ず

、
我
に
其
れ
又
を
受
け
不ざ

ら
ん
﹈

王
勿
往
逐

、
弗
其
隻　
『
卜
通
』
別
二
京
大
3

﹇
王
は
往
き
て

を
逐
ふ
勿
れ
、
其
れ
隻え

（
獲
）
弗ざ

ら
ん
﹈

王
其
勿
告
于
且
乙　
『
續
』3-4-1

﹇
王
は
其
れ
且
乙
に
告
ぐ
勿
れ
﹈

こ
こ
に
擧
げ
た
「
勿
」
の
例
の
願
望
の
對
象
は
み
な
王
で
あ
る
。
各
例
の
「
不
其
」

「
弗
其
」「
毋
其
」
の
結
合
は
、
否
定
詞
が
不
定
詞
の
前
に
あ
り
、「
勿
其
」
と
な

る
の
は
少
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
「
其
勿
」
の
結
合
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

卜
辭
の
「
不
」「
弗
」
は
た
い
へ
ん
似
て
い
て
、
完
全
に
交
替
し
て
い
る
例
が

あ
る
。弗

受
禾　
『
粹
』900　
　

不
受
禾　
『
粹
』901

弗
其
受
黍
年　
『
上
』31-11　
　

不
其
受
黍
年　
『
上
』31-12

我
弗
受
年　
『
粹
』874　
　

我
不
受
年　
『
粹
』865

し
か
し
、
卜
辭
の
「
不
」「
弗
」
が
同
一
辭
の
中
に
竝
存
す
る
以
上
、
兩
者
に
は

や
は
り
區
別
が
あ
る
。
例
を
擧
げ
る
と
、
卜
辭
に
は
「
不
雨
」「
不
遘
雨
」
だ
け

が
あ
り
、「
弗
雨
」「
弗
遘
雨
」
は
な
く
、「
下
上
弗
若
」
だ
け
が
あ
り
、「
下
上
不
若
」

は
な
い
。「
弗
若
」
と
「
不
若
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
者
は
否
定
詞
と
動
詞
と

の
結
合
で
あ
り
、
後
者
は
否
定
詞
と
名
詞
と
の
結
合
で
あ
り
、
そ
の
例
、

且
乙
若4

王
不　
『
乙
』882 

﹇
祖
乙 

王
の
不せ

ざ

る
を
諾
せ
ん
か
﹈

帝
若4

王

―
帝
弗
若4

王　
『
乙
』5786+

5896
 

﹇
帝 

王
を
諾
せ
ん
か
―
帝 

王
を
諾
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

下
乙
弗
若4　
『
續
』1-46-3　

 

﹇
下
乙 

諾
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

帝
弗
若4　
『
下
』14-4 

﹇
帝 

諾
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

下
上
若4

、
受
我
又　
『
前
』4-37-6 

﹇
下
上
諾
し
、
我
に
祐
を
授
け
ん
か
﹈

下
上
弗
若4

、
不
我
其
受
又　
『
前
』5-22-2

 

﹇
下
上
諾
せ
ず
、
我
に
其
れ
祐
を
授
け
ざ
ら
ん
﹈

帝
降4

若

―
帝
降4

不
若　
『
前
』7-38-1

 

﹇
帝 

諾
を
降
さ
ん
か
―
帝 

不
諾
を
降
さ
ざ
る
か
﹈

勿
隹
我
㞢4

不
若　
『
明
』2324 

﹇
隹
れ
我
に
不
諾
㞢
る
勿
か
ら
ん
か
﹈

今
夕
亡4

不
若　
『
前
』5-20-6 

﹇
今
夕
不
諾
亡
か
ら
ん
か
﹈

帝
隹
茲
邑
蚩4

不
若　
『
卜
通
』
別
二
中
村
大
骨
﹇
帝
隹
れ
茲
の
邑
に
不
諾
を
蚩た

た

ら
ん
﹈

高
乍4

不
若　
『
前
』8-13-1 

﹇
高
に
不
諾
を
作
さ
ん
﹈
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字
の
右
に
點
を
つ
け
た
の
が
述
語
動
詞
で
あ
り
、
見
れ
ば
「
弗
若
」
の
「
若
」
は

述
語
動
詞
で
あ
る
が
、「
不
若
」
は
賓
語
﹇
の
名
詞
句
﹈
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
不
」
と
「
弗
」
の
異
同
は
、
ほ
ぼ
以
下
の
數
點
で
あ
る
。
⑴
「
不
」
は
「
若
」

﹇
諾
﹈
と
結
ん
で
一
名
詞
と
な
る
。
⑵
「
不
」
は
「
我
」
と
結
ん
で
否
定
の
前
置
賓

語
と
な
る
。
⑶
「
不
」
は
よ
く
天
候
に
關
す
る
自
動
詞
、「
雨
」「
𢼄
」﹇
啓
﹈「
風
」「
易

日
」
と
結
ぶ
。
⑷
「
不
」
が
結
ぶ
動
詞
の
範
圍
は
か
な
り
廣
い
。
⑸
「
不
」
は
既

往
の
事
實
を
表
す
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
、『
粹
』1043

驗
辭
に
言
う
「
之
日
大

采
雨
、
王
不
步
」
は
、
そ
の
日
の
大
采
の
時
に
雨
が
降
り
、
王
は
ま
だ
出
か
け
て

い
な
い
こ
と
を
言
う
。

「
弜
」
字
も
「
不
」「
弗
」
と
同
じ
仲
間
で
あ
る
。
張
宗
騫
「
弜
弗
通
用
考
」（『
燕

京
學
報
』
二
八
：58

〜69

）
が
、
弜
は
否
定
詞
で
あ
る
と
證
明
し
た
の
は
正
し

い
が
、「
通
用
」と
説
く
の
は
問
題
が
あ
る
。
侯
家
莊
か
ら
出
土
し
た
廩
辛
大
甲
に
、

「
弗
」「
不
」「
弜
」「
勿
」
が
と
も
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
四
者
に
は
や
は
り
區
別

が
あ
っ
た
。
た
だ
し
「
弜
」
字
は
中
期
の
卜
辭
で
盛
行
す
る
の
が
、
そ
の
特
色
で

あ
る
。

卜
辭
の
否
定
詞
に
は
說
明
を
要
す
る
二
項
が
あ
る
。
一
、
命
辭
中
の
否
定
詞
は

肯
定
形
を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
否
定
形
の
不
定
表
現
な
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、

「
不
雨
」
は
「
雨
降
ら
ず
で
あ
ろ
う
」
の
意
で
あ
る
。
驗
辭
中
の
否
定
の
み
、
否

定
の
肯
定
表
現
で
あ
り
、
例
え
ば
「
允
不
雨
」「
不
雨
」
は
、
雨
が
降
ら
な
か
っ

た
事
實
を
追
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
、
命
辭
中
の
否
定
詞
は
、
そ
の
文
中
の

動
詞
を
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
時
に
命
辭
全
体
（
命
題
）
を
否
定
し
、
そ
の
際

に
は
否
定
詞
が
文
頭
に
置
か
れ
る
。

邛
方
出
、
隹
我
㞢
乍
禍

―
邛
方
出
、
不
隹
我
㞢
乍
禍　
『
續
』3-10-3

﹇
邛
方
出
で
、
隹
れ
我
に
禍
を
作
す
㞢あ

ら
ん
―

邛
方
出
で
、
隹
れ
我
に
禍
を
作
す
㞢あ

る
に
不あ
ら

ざ
ら
ん
﹈

其
又
于
母
辛

―
毋
又
于
且
辛
于
母
辛　
『
續
』1-42-5

﹇
其
れ
母
辛
に
又
せ
ん
か
―
且
辛
に
母
辛
に
又
す
る
毋な

か

ら
ん
か
﹈

于
母
己
御

―
勿
于
母
己
御　
『
鐵
』106-1

﹇
母
己
に
御
せ
ん
か
―
母
己
に
御
す
る
勿な
か

ら
ん
か
﹈

勿
隹
我
㞢
不
若　
『
明
』2324

﹇
隹
れ
我
に
不
諾
㞢あ

る
勿
れ
﹈

我
受
又

―
不
我
其
受
又　
『
鐵
』244-2

﹇
我
又
を
受
け
ん
か
―
我
其
れ
又
を
受
く
る
に
不あ
ら

ざ
ら
ん
か
﹈

こ
こ
に
使
わ
れ
る
否
定
詞
は
「
不
」「
勿
」「
毋
」
で
あ
っ
て
、「
弗
」
は
な
い
。

そ
れ
ら
は
文
全
体
の
先
頭
に
あ
る
ば
か
り
か
、
主
語
の
前
で
も
か
ま
わ
な
い
。

こ
こ
で
附
し
て
述
べ
る
が
、
武
丁
晩
期
の

組
卜
辭
に
は
、
た
ま
に
文
末
に
語

氣
詞
を
置
く
も
の
が
あ
り
、
例
え
ば
、

丁
未
卜
扶
、
㞢
咸
戊
、

戊
乎　
　
﹇
丁
未
卜
せ
る
は
扶
、
咸
戊
・

戊
に
㞢
せ
ん
乎か

﹈

丁
未
卜
扶
、
㞢
咸
戊
牛
不（
46
）　
『
粹
』425

﹇
丁
未
卜
せ
る
は
扶
、
咸
戊
に
牛
を
㞢
せ
ん
か
不い

な

か
﹈

乙
巳
卜
扶
、
㞢
大
乙
母
妣
丙
不　
『
甲
』248+

254

﹇
乙
巳
卜
せ
る
は
扶
、
大
乙
母
・
妣
丙
に
㞢
せ
ん
か
不い

な

か
﹈

庚
寅
卜

、
王
品
司（
47
）癸
巳
不　
『
甲
』241

﹇
庚
寅
卜
せ
る
は

、
王
品
し
司
す
る
は
癸
巳
に
せ
ん
か
不い

な

か
﹈

丙
子
卜
、
今
日
雨
不　
『
乙
』435　
　
﹇
丙
子
卜
す
、
今
日
雨
ふ
ら
ん
か
不い

な

か
﹈

方
其
至
不　
『
乙
』142,177　
　

﹇
方
其
れ
至
ら
ん
か
不い

な

か
﹈

郭
沫
若
は
、『
粹
』425

の
考
釋
に
、「
案
ず
る
に
此
の
二
辭
、
一
綴
は
『
乎
』
を
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以
て
し
、一
綴
は
『
不
』
を
以
て
す
、蓋
し
均
し
く
疑
問
を
表
示
せ
る
の
語
詞
、『
不
』

な
る
者
は
『
否
』
也
」
と
述
べ
、
武
文
卜
辭
に
い
う
、

沚
戓
伐
（
48
）方
、
受
又
才
『
掇
一
』450

﹇
沚
戓

方
を
伐
つ
に
、
祐
を
受
く
る
哉や

﹈

の
「
才
」
は
「
哉
」
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　

第
三
節　
　

文
型

こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
は
、主
に
「
詞
」
の
文
中
の
お
け
る
位
置
を
分
析
し
、

附
帶
的
に
「
詞
組
」﹇
句
﹈
の
結
合
を
分
析
し
、
ま
た
「
句
子
」﹇
文
﹈
の
主
要
な
形

式
に
言
及
し
た
。
卜
辭
の
文
の
主
要
な
形
式
は
、
今
日
の
漢
語
と
基
本
的
に
同
じ

で
あ
り
、
み
な
「
主
―
動
―
賓
」
の
形
式
で
あ
る
。
す
で
に
賓
語
が
動
詞
に
前
置

さ
れ
る
諸
例
に
論
及
し
た
が
、
ま
た
主
語
が
動
詞
・
賓
語
に
後
置
さ
れ
る
も
の
が

極
め
て
少
数
あ
る
。
例
え
ば
、

受
年
商　
『
師
友
』2-47

﹇
年み

の
りを

商
に
授
け
ん
か
﹈

受
年
王　
『
乙
』98　
　
　
﹇
年み

の
りを

王
に
授
け
ん
か
﹈

後
置
さ
れ
る
理
由
は
、
動
詞
の
「
受
」
が
形
式
上
で
、
能
動
と
被
動
﹇
授
け
る
と
受

け
る
﹈
と
の
區
別
が
な
い
の
で
、「
受
年
商
（
王
）」
と
は
つ
ま
り
「
年み
の
りを
商
（
王
）

に
授
く
」
な
の
で
あ
る
。

我
々
が
目
に
す
る
刻
辭
の
あ
る
甲
骨
は
、
つ
ね
に
完
全
な
甲
骨
で
は
な
い
。
故

に
常
見
の
卜
辭
が
一
つ
の
卜
辭
と
し
て
完
備
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
卜
し
た

卜
辭
一
組
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
い
う
一
組
の
卜
辭

と
は
、
同
じ
日
に
同
じ
事
柄
を
卜
し
な
が
ら
、
卜
辭
が
一
つ
と
は
限
ら
ず
、
あ
る

い
は
肯
定
否
定
の
問
い
で
あ
り
、
あ
る
い
は
期
日
を
問
い
、
犠
牲
の
數
を
問
う
。

問
う
部
分
が
異
な
る
の
で
、
一
組
の
卜
辭
の
中
で
完
備
し
た
主
要
卜
辭
一
つ
の
他

は
、
み
な
附
屬
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
附
屬
卜
辭
は
、
主
要
卜
辭
の
傍
ら
に
附

く
の
で
、
し
ば
し
ば
語
﹇
文
の
要
素
﹈
の
多
く
が
省
略
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
例
は
極

め
て
多
く
、
い
ま
『
粹
編
』
に
よ
っ
て
そ
の
例
を
い
く
つ
か
擧
げ
る
。

主
語
の
省
略　

壬
寅
貞
、
子
漁
亾
禍　

﹇
壬
寅
貞
ふ
、
子
漁
に
禍
ひ
亾な

き
か
﹈

又
禍　
『
粹
』1263

﹇
禍
ひ
又あ

ら
ん
か
﹈

述
語
動
詞
の
省
略

丙
申
卜
即
貞
𤰔
中
丁
歲
先　
　
﹇
丙
申
卜
し
即
貞
ふ
、
𤰔
れ
中
丁
の
歲
を
先
に
せ
ん
か
﹈

𤰔
父
丁　
『
粹
』299　
　

﹇
𤰔
れ
父
丁
を
せ
ん
か
﹈

主
語
と
述
語
動
詞
の
省
略

翊
日
辛
王（
49
）于
向
、
亾

﹇
翊
日
辛
、
王
向
に

す
る
に
、
わ
ざ
わ
ひ

亾な

き
か
﹈

于
宮
亾

―
于
孟
亾
　
『
粹
』1016

﹇
宮
に
わ
ざ
わ
ひ

亾な

き
か
―
孟
にわ
ざ
わ
ひ

亾な

き
か
﹈

述
語
動
詞
と
直
接
賓
語
の
省
略

乎
伐
邛
、
人
才（
50
）

﹇
乎
び
て
邛
を
伐
た
し
む
、
人
才
﹈

勿
、
人
才　
『
粹
』1089

﹇
勿な

か

ら
ん
か
、
人
才
﹈

主
語
と
述
語
動
詞
と
間
接
賓
語
の
省
略

丁
巳
王
賓
大
丁
□
□
、
亾
禍　

﹇
丁
巳
、
王
大
丁
に
賓
し
て
□
□
、
禍
ひ
亾な

き
か
﹈

貞
犂　
『
粹
』175　
　
　
　
　

﹇
貞
ふ
、
犂
を
せ
ん
か
﹈

述
語
動
詞
と
間
接
賓
語
の
省
略

其
告
秋
上
甲
二
牛　

﹇
其
れ
上
甲
に
二
牛
を
告
秋
せ
ん
か
﹈

三
牛

―
四
牛　
『
粹
』88　
　

﹇
三
牛
を
せ
ん
か
―
四
牛
を
せ
ん
か
﹈

間
接
賓
語
の
省
略

貞
尞
三
犬
三
羊

﹇
貞
ふ
三
犬
・
三
羊
を
燎
せ
ん
か
﹈
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貞
于
且
乙　
『
粹
』240　
　

﹇
貞
ふ
、
祖
乙
に
せ
ん
か
﹈

直
接
賓
語
の
省
略

己
亥
卜
即
貞
羽
庚
子
其
又
勺
伐﹇

己
亥
卜
し
即
貞
ふ
、
翌
庚
子
、
其
れ
又
し
勺
し
伐
せ
ん
か
﹈

貞
勿
又　
『
粹
』329 

﹇
貞
ふ
、
又
す
る
勿
ら
ん
か
﹈

從
屬
節
の
述
語
動
詞
の
省
略

庚
辰
貞
日
又（
51
）、
其
告
于
父
丁
﹇
庚
辰
貞
ふ
、
日
にし
ょ
く

又あ

り
、
其
れ
父
丁
に
告
せ
ん
か
﹈

庚
辰
貞
日

、
其
告
于
河
『
粹
』55

﹇
庚
辰
貞
ふ
、
日

す
、
其
れ
河
に
告
せ
ん
か
﹈

こ
の
よ
う
な
例
は
、
變
化
が
多
い
。
正
反
竝
列
の
貞
卜
に
至
っ
て
は
、
否
定
の
疑

問
文
が
、
よ
く
た
だ
否
定
詞
の
み
に
省
略
さ
れ
る
。
そ
の
例
、

乙
丑
卜
即
貞
、
王
賓
唐（
52
）

亾
尤

﹇
乙
丑
卜
し
即
貞
ふ
、
王
唐
に
賓
し

す
る
に

貞
毋　
『

二
』38-1　
　
　
　
　

尤と
が

亾な

き
か
﹈﹇
貞
ふ
、
毋せ
ざ

ら
ん
か
﹈

□
□
卜
□
貞
邛
方
出
、
帝
不
隹
〔
我
㞢
乍
禍
〕

﹇
…
卜
す
…
貞
ふ
、
邛
方
出
づ
、
帝
隹こ

れ

我
に
禍
を
作
す
㞢あ

ら
不ざ

ら
ん
か
﹈

□
□
卜
□
勿　
『
續
』3-3-1

﹇
…
卜
す
…
毋せ

ざ

ら
ん
か
﹈

壬
午
卜
即
貞
其
𢻱
（
53
）

﹇
壬
午
卜
す
、
即
貞
ふ
、
其
れ
𢻱
せ
ん
か
﹈

貞
勿　
『
卜
通
』
別
二
上
野2 

﹇
貞
ふ
、
勿せ

ざ

ら
ん
か
﹈

其
又
亳
土

﹇
其
れ
亳は

く
と土

に
又い

う

せ
ん
か
﹈

弜　
『
粹
』21 

﹇
弜せ

ざ

ら
ん
か
﹈

こ
の
他
、
武
丁
卜
辭
の
占
辭
の
、「
王
占
曰
吉
」﹇
王
占
い
て
曰
く
吉
な
り
と
﹈
な
ど
は

文
と
し
て
完
備
し
て
い
る
が
、
廩
辛
康
丁
卜
辭
で
は
「
吉
」「
弘
吉
」「
大
吉
」
な

ど
と
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
短
い
常
用
の
「
術
語
」
は
、
次
第
に
文
か
ら
離
れ

て
独
立
し
て
い
っ
た
。

完
備
し
た
主
要
卜
辭
は
、
動
詞
が
不
可
缺
の
要
素
で
あ
る
。
異
な
る
形
式
の
卜

辭
に
お
い
て
そ
の
含
ま
れ
て
い
る
動
詞
に
基
づ
き
、
卜
辭
を
以
下
の
各
式
に
分
け

る
。一

．
簡
單
式

⒈
王
正
尸
方　
『
粹
』1186 

﹇
王
尸
方
を
征
せ
ん
か
﹈

二
．
條
件
式

⒉
王
于
庚
寅
步
自
衣　
『
粹
』1041 

﹇
王
庚
寅
に
于
て
衣
自よ

り
步
ま
ん
か
﹈

　

王
又（
54
）于
且
乙　
『
粹
』230 

﹇
王
且
乙
に

す
る
有
ら
ん
か
﹈

⒊
帚
妥
子
亾
若　

﹇
帚
妥
の
子
諾
亾な

か
ら
ん
か
﹈

⒋
帚
妥
子
曰
羅
若　
『
粹
』1240 

﹇
帚
妥
の
子
を
羅
と
曰
ふ
は
諾
な
ら
ん
か
﹈

三
．
竝
立
式

⒌
王
正
邛
方
、
下
上
若
、
受
我
又　
『
鐵
』244-2

﹇
王
邛
方
を
征
す
る
に
、
下
上
諾
し
、
我
に
祐
を
授
け
ん
か
﹈

⒍
我
逐
豕
、
㞢
又　
『
粹
』948

﹇
我
豕
を
逐
ふ
に
、
祐
㞢あ

ら
ん
か
﹈

⒎
涉
滴
至（
55
）、
射
又
犬
、
禽　
『
粹
』950

﹇
滴
を
涉
り

に
至
り
、
射
し
又
た
犬
し
、
禽と

ら

ふ
﹈

⒏
往
逐
豕
、
隻　
『
甲
』3339 

﹇
往
き
て
豕
を
逐
ひ
獲
た
り
﹈

四
．
母
子
式

⒐
乎
「
伐
邛
方
」　
『
粹
』1081 

﹇
呼
び
て
邛
方
を
伐
た
し
め
ん
か
﹈

毋
乎
「
伐
邛
方
」　
『
粹
』1086

﹇
呼
び
て
邛
方
を
伐
た
し
む
る
勿
ら
ん
か
﹈

乎
「
鳴
从
戉
史（
56
）」

﹇
鳴
を
呼
び
て
戉
を
从
へ

に
使
い
せ
し
め
ん
か
﹈

　

勿
乎
「
鳴
从
戉
史

」　
『

初
』33-5

﹇
鳴
を
呼
び
て
戉
を
从
へ

に
使
い
せ
し
む
る
勿
ら
ん
か
﹈
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⒓
乎
「
䝭

内
入
、
御
事
」　
『
前
』4-28-3

﹇
䝭

び
内
を
呼
び
て
入
ら
し
め
、
事
を
御
せ
し
め
ん
か
﹈

⒔
令
「
戉
來
歸
」　
『
甲
』3342

﹇
戉
に
命
じ
て
來
歸
せ
し
め
ん
か
﹈

⒕
令
「
王
族
追
黎
方
、
及
于
□
」　
『
明
續
』616

﹇
王
族
に
銘
じ
て
黎
方
を
追
ひ
、
…
に
及
ば
し
め
ん
か
﹈

⒖
三
族
、
王
其
令
「
追
黎
方
、
及
于

」
（
57
）　
『
京
津
』4387

﹇
三
族
に
、
王
其
れ
命
じ
て
黎
方
を
追
ひ

に
及
ば
し
め
ん
か
﹈

⒗
𤰔
多
士
族
、
令
「（
58
）蜀
載
王
事
」　
『
下
』38-1

﹇
𤰔こ

れ
多
士
族
に
、

蜀
に
命
じ
て
王
事
を
載お
こ
なは
し
む
﹈

⒘（
59
）人
、
乎
「
往
伐
邛
方
」　
『
續
』344

﹇
人
を
徴
し
、
呼
び
て
往
き
邛
方
を
伐
た
し
め
ん
か
﹈

五
．
主
從
式

⒙
邛
方
出
、
隹
我
㞢
乍
禍　
『
續
』3-10-2

﹇
邛
方
出
づ
る
は
、
隹
れ
我
に
禍
を
作
す
㞢
ら
ん
か
﹈

⒚
黎
方
來
、
告
于
父
丁　
『
甲
』810

﹇
黎
方
來
る
を
、
父
丁
に
告
げ
ん
か
﹈

⒛
黎
方
來
、
于
父
丁
告　
『
粹
』1127

﹇
黎
方
來
る
を
、
父
丁
に
告
げ
ん
か
﹈

21.
从
向
歸
、
迺
先
于
盂　
『
粹
』1086

﹇
向
从よ

り
歸
る
に
、
迺す

な
はち

盂
を
先
に
せ
ん
か
﹈

22.
日
若
茲
每
、
隹
年
禍　
『
前
』5-17-5﹇

日
茲か

く

の
若ご

と

く
晦く

ら

し
、
隹
れ
年み

の
りに

禍
あ
ら
ん
か
﹈

以
上
の
五
式
の
分
類
は
擧
例
の
便
宜
の
た
め
に
過
ぎ
な
い
。
一
と
二
の
兩
式
は

と
も
に
比
較
的
簡
単
な
「
主
―
動
―
賓
」
の
形
式
で
あ
り
、
動
詞
は
一
つ
だ
け
で

あ
る
。
二
の
條
件
式
は
、
條
件
を
文
中
に
加
え
て
、
動
詞
の
所
・
對
象
や
主
語
を

限
定
し
て
い
る
。
の
こ
り
の
比
較
的
複
雜
な
三
式
は
、
動
詞
が
一
つ
に
止
ま
ら
な

い
。
三
の
竝
立
式
の
、
5
と
6
の
兩
例
は
短
文
の
竝
立
で
あ
り
、
7
と
8
の
兩
例

は
動
作
の
竝
立
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
竝
立
は
つ
ま
り
関
連
す
る
動
作
の
連

繫
や
連
續
で
あ
る
。
四
の
母
子
式
は
、
必
ず
母
句
の
動
詞
一
つ
が
あ
り
、
通
常
は

「
乎
」﹇
呼
﹈・「
令
」﹇
命
﹈
な
ど
で
あ
っ
て
、
省
か
れ
た
主
語
は
「
王
」
で
あ
る
。

引
用
符
の
中
の
子
句
は
、
母
句
の
動
詞
の
賓
語
で
あ
る
。
賓
語
と
な
る
子
句
は
、

例
⒐

⒔
⒘
な
ど
の
よ
う
に
簡
單
な
も
の
で
も
よ
く
、
ま
た
例

⒕
⒖
⒗
の
よ
う

に
複
雜
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
例
⒐

か
ら
、
母
句
の
「
乎
」
が
子
句
全
体
に
及

ん
で
い
て
、
子
句
全
体
を
否
定
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
⒖
と
⒗
の
兩
例
は
、
子

句
中
の
主
語
（
三
族
・
多
子
族
）
が
、
母
句
の
主
語
や
動
詞
の
前
に
移
さ
れ
て
い

る
。
⒕
と
⒖
の
兩
例
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
一
つ
の
こ
と
を
卜
し
て
お
り
、

例
⒕
の
主
語
が
母
句
の
動
詞
の
後
ろ
、
子
句
の
動
詞
の
前
に
あ
り
、
例
⒖
は
子
句

の
主
語
が
母
句
の
主
語
の
前
に
あ
る
。例
⒘
は
母
子
式
と
主
從
式
の
結
合
で
あ
り
、

母
句
動
詞
の
前
の
短
句
は
、（
主
語
を
省
い
て
）
例
⒖
⒗
の
よ
う
に
前
に
移
し
た

の
で
あ
る
。
五
の
主
從
式
と
は
、
因
果
關
係
あ
る
い
は
條
件
つ
き
の
竝
立
句
で
あ

る
。
例
⒙
は
、
邛
方
が
出
て
く
る
と
我
ら
に
禍
が
あ
る
。
例
⒚
と
⒛
は
、
黎
方
が

來
る
の
で
父
丁
に
告
す
る
の
で
あ
る
。
21.
と
22.
の
兩
例
は
、
條
件
な
の
で
あ
る
。

例
⒚
と
⒛
の
從
句
「
黎
方
來
」
は
、
意
味
の
上
で
は
主
句
動
詞
「
告
」
の
直
接
賓

語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
で
は
、
從
句
を
直
接
賓
語
の
位
置
に
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

告
水
入
于
上
甲　
『
粹
』148

﹇
水
の
入
る
を
上
甲
に
告
す
﹈

于
大
甲
告
邛
方
出　
『
上
』29-4

﹇
大
甲
に
邛
方
の
出
る
を
告
す
﹈
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第
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節　

結
語

以
上
の
述
べ
た
所
に
基
づ
き
、
卜
辭
に
關
す
る
品
詞
と
文
の
構
造
は
、
以
下
の

各
條
に
歸
納
で
き
る
。

⒈  

普
通
名
詞
は
數
詞
を
附
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
固
有
名
詞
と
代
詞
に

は
附
け
ら
れ
な
い
。

名
詞
と
名
詞
と
の
結
合
を
「
名
詞
句（
60
）」
と
す
る
。
同
格
で
も
よ
く
、
所
有

格
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

名
詞
と
そ
の
附
加
語
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
名
詞
句
は
、
一
つ
は
「
基
本

名
詞
」
で
あ
り
、
ふ
つ
う
最
後
尾
に
置
か
れ
る
。
狀
詞（
61
）﹇

＝
修
飾
語
﹈
と
所
有

格
名
詞
は
、
ふ
つ
う
そ
の
前
に
緊
接
し
、
指
詞
・
數
詞
・
代
詞
は
、
基
本
名

詞
の
前
に
、
あ
る
い
は
更
に
狀
詞
・
所
有
格
名
詞
の
前
に
置
か
れ
る
。

⒉
單
位
詞
は
必
ず
名
詞
・
數
詞
の
後
に
置
か
れ
る
。

⒊  

人
稱
代
詞
に
は
數
の
區
別
が
あ
り
、所
有
格
と
主
賓
格
と
の
區
別
は
あ
る
が
、

主
格
と
賓
格
と
の
區
別
は
な
い
。

⒋
狀
詞
は
附
加
す
る
名
詞
の
前
に
緊
接
す
る
。

　

形
容
や
限
定
す
る
附
加
語
は
、
そ
の
附
く
基
本
名
詞
の
前
に
置
か
れ
る
。

⒌
數
詞
は
名
詞
の
前
あ
る
い
は
後
に
置
か
れ
る
。

　

整
數
と
端
數
の
間
に
連
詞
を
置
い
て
も
よ
い
。

　

數
詞
は
ま
た
順
序
を
表
す
の
に
も
用
い
ら
れ
る
。

⒍
時
間
の
指
詞
は
、
過
去
・
現
在
・
未
來
を
表
す
。

⒎  

連
詞
は
名
詞
間
（
ま
た
數
詞
間
）
の
連
接
で
あ
り
、
ま
た
主
節
と
從
節
と
の

連
接
に
も
な
る
。

介
詞
は
そ
の
介
す
る
介
詞
句
と
述
語
動
詞
と
の
連
接
で
あ
り
、
人
物
關
係
や

時
空
間
の
條
件
を
表
す
。

⒏  

動
詞
と
そ
の
附
加
語
が
構
成
す
る
動
詞
句
は
、
形
容
性
の
附
加
語
は
動
詞
の

前
に
緊
接
し
、
語
氣
詞
は
さ
ら
に
そ
の
前
に
置
か
れ
る
。

語
氣
詞
の
中
の
否
定
詞
は
、
動
詞
句
の
最
前
に
置
か
れ
、
肯
定
詞
が
そ
の
次

に
、
不
定
詞
が
動
詞
に
最
も
近
い
。

否
定
詞
は
命
辭
（
命
題
で
あ
り
、
文
を
成
す
）
全
體
を
否
定
し
、
全
文
の
最

前
に
置
か
れ
る
。

文
末
に
も
時
に
少
數
の
語
氣
詞
が
置
か
れ
る
。

⒐
文
の
構
造
の
主
要
な
形
式
は
、
主
語
―
動
詞
―
賓
語
の
順
で
あ
る
。

賓
語
は
動
詞
の
前
に
移
す
こ
と
が
で
き
、
節
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
動
詞
句
に

賓
語
は
二
つ
以
上
あ
っ
て
も
よ
い
。

間
接
賓
語
の
前
に
は
常
に
介
詞
が
あ
る
。

  

時
間
介
詞
句
は
動
詞
の
前
に
置
か
れ
、
ま
た
主
語
の
前
や
賓
語
の
後
で
も
よ

い
。

人
物
介
詞
句
は
動
詞
の
後
に
置
か
れ
、
ま
た
主
語
の
前
や
賓
語
の
後
で
も
よ

い
。

空
間
介
詞
句
は
動
詞
の
後
に
置
か
れ
、
ま
た
動
詞
の
前
や
賓
語
の
後
で
も
よ

い
。

主
要
卜
辭
の
傍
の
附
屬
卜
辭
は
、
常
に
語
を
幾
つ
か
省
略
で
き
る
。

⒓
卜
辭
に
は
簡
單
な
構
造
の
文
も
あ
れ
ば
、
複
雜
な
構
造
の
文
も
あ
る
。

⒔
從
屬
節
は
主
節
の
前
に
置
か
れ
る
。

⒕
卜
辭
の
文
法
と
現
代
の
漢
語
語
法
と
は
基
本
的
に
同
系
で
あ
る
。

最
後
の
一
項
は
、
卜
辭
と
現
代
漢
語
と
の
わ
ず
か
な
差
異
を
除
い
て
得
た
結
論
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で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
差
異
は
大
部
分
が
言
語
の
自
然
な
發
展
の
結
果
で
あ
り
、
ま

た
つ
ま
り
時
代
の
變
遷
の
結
果
で
あ
る
。
王
力
は
そ
の
「
中
國
文
法
初
探
」（『
清

華
学
報
』11
：1

頁1

〜57

）
に
お
い
て
、『
春
秋
』
以
降
の
文
言
資
料
に
基
づ

い
て
、
漢
語
の
語
序
の
法
則
九
種
を
擧
げ
て
い
る
。

⒈
主
格
は
そ
の
動
詞
に
先
ん
じ
る
。

⒉
目
的
格
は
動
詞
に
後
れ
る
。

⒊
領
格
﹇=

所
有
格
﹈
は
領
す
る
名
詞
に
先
ん
じ
る
（
例
「
邦
君
之
妻
」）。

⒋
形
容
詞
は
必
ず
形
容
さ
れ
る
名
詞
に
先
ん
じ
る
（
例
「
遠
人
不
服
」）。

⒌  

副
詞
は
必
ず
そ
の
制
限
す
る
動
詞
・
形
容
詞
あ
る
い
は
別
の
副
詞
に
先
ん
じ

る
（
例
「
先
進
於
禮
樂
」「
名
不
正
」「
不
甚
愛
惜
」）。

⒍
空
間
の
語
句
は「
於
」を
介
詞
と
し
て
動
詞
の
後
に
置
く（
例「
子
畏
於
匡
」）。

⒎  

方
式
の
語
句
は
「
以
」
を
介
詞
と
し
て
動
詞
の
前
後
ど
ち
ら
に
も
置
く
こ
と

が
で
き
る
（
例
「
殺
人
以
梃
」「
以
梃
殺
人
」）。

⒏
受
動
態
が
あ
る
（
卜
辭
に
は
な
い
）
（
62
）。

⒐
從
屬
節
は
必
ず
主
節
に
先
ん
じ
る
。

こ
の
九
條
は
⒏
を
除
い
て
卜
辭
と
も
合
う
。
こ
の
九
條
の
法
則
は
、
ま
た
今
日
の

漢
語
に
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
法
則
で
あ
る
。

甲
骨
文
字
は
す
で
に
後
代
の
漢
字
の
構
造
の
基
本
形
式
を
具
備
し
て
お
り
、
同

じ
く
卜
辭
文
法
も
後
代
の
漢
語
語
法
構
造
の
基
本
形
式
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

周
・
秦
の
文
字
と
文
法
は
、
殷
代
の
文
字
と
文
法
を
繼
承
し
、
引
き
續
き
一
貫
し

て
發
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
殷
の
言
語
と
基
本
的
な
異
同
が
あ
る

も
の
で
は
な
い
。

殷
と
西
周
の
文
法
と
に
は
や
や
差
異
が
あ
る
が
、
時
代
の
差
が
地
方
性
よ
り
も

大
き
い
。
卜
辭
の
文
法
の
特
徴
と
春
秋
以
降
の
文
法
と
を
比
較
す
れ
ば
、
初
期
の

性
質
を
保
存
し
て
い
る
も
の
に
「
朕
」﹇
わ
れ
﹈
と
「
我
」﹇
わ
れ
ら
﹈
の
數
の
區
別
が

あ
り
、
發
生
し
つ
つ
あ
り
ま
た
發
展
途
上
の
も
の
に
單
位
詞
や
少
數
の
文
末
語
氣

詞
が
あ
り
、
さ
ら
に
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
も
の
に
動
詞
の
能
動
・
被
動
の
區
別
が

あ
る
。

卜
辭
の
文
法
を
ひ
と
と
お
り
分
析
し
た
後
で
、
卜
辭
に
は
嚴
格
な
構
文
法
則
が

あ
る
の
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
明
白
に
な
っ
た
。
後
世
の
書
面
語
の
文
法
と
口
語

の
語
法
と
は
あ
る
程
度
の
差
異
が
存
在
す
る
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
平
行
し
て

お
り
、
一
つ
の
體
系
と
し
て
發
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
遡
っ
て
卜
辭
の
文
法
も
當

時
の
口
語
語
法
と
相
接
近
し
た
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

漢
文
法
の
主
要
な
鍵
は
、
語
序
つ
ま
り
主
語
・
動
詞
・
賓
語
の
順
序
、
名
詞
・

動
詞
と
附
加
語
と
の
結
合
、
關
係
詞
が
介
し
連
ね
る
も
の
お
よ
び
そ
の
文
中
で
の

位
置
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
名
詞
の
主
格
と
賓
格
と
の
形
體
上
の
區
分
は
必
要
な
も

の
で
は
な
い
。
語
氣
と
事
物
關
係
は
か
な
り
固
定
し
た
語
序
お
よ
び
そ
の
法
則
性

の
あ
る
變
更
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
漢
語
の
單
語
は
い
か
な
る
形
式
上
の
變
化

（
語
形
變
化
や
成
分
の
附
加
）
も
な
い
の
で
、
固
定
し
た
語
序
と
そ
の
他
の
條
件

に
す
べ
て
頼
っ
て
い
る
。
數
詞
と
時
間
介
詞
句
が
、
數
と
時
間
の
問
題
を
具
體
的

に
解
決
し
た
。

漢
字
の
單
字
と
漢
字
の
單
音
語
は
、
孤
立
的
・
分
析
的
で
あ
る
こ
と
の
具
體
的

な
表
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
と
卜
辭
の
合
文
と
は
矛
盾
す
る
こ
と
の
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
卜
辭
の
合
文
は
た
だ
一
つ
の
意
味
單
位
を
表
し
て
お
り
、
形
式
上

は
綜
合
的
で
あ
っ
て
も
、
意
味
の
上
で
は
單
一
で
あ
る
。「
大
乙
」
は
あ
る
個
人

を
表
し
、「
十
二
月
」
は
あ
る
月
名
を
表
し
、「
六
百
」「
廿
人
」
は
ま
と
ま
っ
た
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數
の
單
位
を
表
し
て
い
る
。
漢
語
は
孤
立
的
・
分
析
的
で
あ
る
の
で
、
時
空
の
觀

念
も
專
ら
複
合
語
で
表
さ
れ
る
。

我
々
の
論
考
は
語
序
か
ら
出
發
し
た
の
で
、
あ
る
過
去
の
文
法
硏
究
上
で
の
問

題
を
論
じ
は
し
な
か
っ
た
。『
左
傳
』
襄
九
の
「
門
於
北
門
」
は
、「
北
門
」
が
名

詞
で
あ
る
が
、「
門
於
」
の
「
門
」
は
名
詞
が
動
詞
に
變
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
「
門
」
は
必
ず
一
つ
の
扉
で
あ
る
と
定
め
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
の
語

序
か
ら
言
え
ば
、「
門
」
は
介
詞
句
「
於
北
門
」
の
前
に
あ
る
の
で
、
必
ず
動
詞

で
あ
り
、「
門
」
と
す
べ
て
の
字
あ
る
い
は
語
の
役
割
・
品
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
中
に
お
け
る
位
置
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
發
話
さ
れ
た
り
ま
た
書
き
出

さ
れ
た
文
は
、
そ
の
中
の
ど
の
語
で
あ
ろ
う
と
字
で
あ
ろ
う
と
意
味
を
も
っ
て
お

り
、
言
語
の
中
に
意
味
の
な
い
音
は
な
い
。
過
去
の
文
法
硏
究
は
、
言
語
の
中
の

あ
る
符
號
を
虛
詞
あ
る
い
は
虛
字
と
呼
ん
だ
。
解
釋
が
は
っ
き
り
し
な
い「
虛
字
」

は
あ
っ
て
も
、
意
味
の
な
い
「
虛
字
」
は
な
い
。

卜
辭
を
分
析
す
る
時
に
、
常
に
斷
句
の
困
難
を
感
じ
る
。
こ
の
狀
況
は
古
書
に

お
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
字
の
一
文
は
、
一
つ
の
話
を
語
っ
て

い
る
が
、
漢
語
の
一
文
は
一
つ
の
事
を
語
っ
て
い
る
。
卜
辭
は
大
半
が
疑
問
文
で

あ
り
、
一
つ
の
事
を
い
か
に
取
り
扱
う
か
を
問
う
て
お
り
、
多
く
の
命
辭
が
あ
り
、

重
複
し
た
正
反
の
問
い
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
主
要

卜
辭
は
文
と
し
て
比
較
的
完
備
し
て
お
り
、
附
屬
卜
辭
で
の
省
略
は
、
事
柄
全
體

を
卜
問
す
る
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
省
略
は
實
際
に
は
明
白
な
の
で
あ
る
。
故

に
も
し
卜
辭
は
よ
く
主
語
を
省
略
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
多
く
が
從
屬
節
に

つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
完
備
し
た
一
組
（
あ
る
一
つ
の
事
柄
を

問
う
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
主
語
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

注（1
）「
九
十
」
の
合
文
も
あ
る
。「

」「

」。
王
宇
信
「
釋
九
十
」（『
文
物
』

一
九
七
七
、
十
二
）
参
照
。

（
2
）
い
わ
ゆ
る
「
量
詞
」
の
こ
と
。
前
號
の
上
編
、
第
二
節
・
二
單
位
詞
を
参
照
。

（
3
）「
登
」
は
『
綜
覽
』0155

、『
詁
林
』0858

参
照
。
犠
牲
を
供
え
る
意
。
ま
た
「
徵
」

の
假
借
。

（
4
）「

」
は
『
綜
覽
』0288

、『
詁
林
』1022

参
照
。「
𠬞
」
に
隷
定
す
る
。「
登
」
ま

た
「
徴
収
」
の
意
。

（
5
）『
説
文
』
に
、「
獸
也
、
似
兔
、
青
色
而
大
、
象
形
、
頭
與
兔
同
、
足
與
鹿
同
」
と

あ
る
。『
集
韻
』
敕
略
切
。

（
6
）「
函
」
は
『
綜
覽
』0851

参
照
。
矢
を
入
れ
る
器
。
箙え
び
ら。

（
7
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』1174

、『
詁
林
』1704

參
照
。
鹿
の
子
、
小
鹿
。「
麑
」

に
釋
す
。

（
8
）
甲
骨
原
字
「

」、『
綜
覽
』1196

、『
詁
林
』1609

参
照
。
狼
ま
た
は
狐
に
釋
す
。

（
9
）
甲
骨
原
字
「

」。
俘
に
同
じ
。

（
10
）
連
詞
と
は
接
續
詞
の
こ
と
。
本
書
で
は
「
八
關
係
詞
」
の
下
に
連
詞
と
介
詞
を
取

り
上
げ
る
。

（
11
）
9
頁
の
「
𦊁
一
白
㞢
九
十
㞢
九
」『
乙
』764

の
例
が
あ
り
、
こ
の
説
は
當
ら
な
い

（
12
）
今
〈
亞
鳶
作
且
丁
鮎
〉
と
い
う
。
こ
れ
は
殷
代
の
金
文
で
あ
る
。『
殷
周
金
文
集
成
』

3940 

（
13
）〈
不
耜
鮎
蓋
〉
と
も
い
う
『
殷
周
金
文
集
成
』4328,4329

（
西
周
晩
期
）

（
14
）〈
小
盂
鼎
〉『
殷
周
金
文
集
成
』2839

（
西
周
早
期
）

（
15
）「
習
」
は
重
ね
る
の
意
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
例
を
こ
こ
に
擧
げ
る
の
は
不
適
當
。

屈
萬
里
『
殷
虛
文
字
甲
編
考
釋
』
頁142

に
、「
習
一
卜
」
に
つ
い
て
「
於
此
當
讀
爲
『
尚

書
』
金
滕
〝
習
吉
〞
之
習
也
。
習
一
卜
、
意
蓋
謂
重
卜
一
次
也
」
と
あ
る
。『
詁
林
』

1904

参
照
。

（
16
）
甲
骨
原
字
「

」。
打
つ
の
意
。『
綜
覽
』420,426

、『
詁
林
』1858

参
照
。

（
17
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』860

、『
詁
林
』1037

参
照
。

（
18
）
甲
骨
原
字
「

」。
祟
る
意
。『
綜
覽
』411

、『
詁
林
』1540

参
照
。

（
19
）
甲
骨
原
字
「

」、金
文
で
は
「
屮
」
が
加
わ
り
「

」
と
な
る
。「

」
の
原
字
。

わ
ざ
わ
い
。『
綜
覽
』1691

、『
詁
林
』
？

（
20
）
甲
骨
原
字
「

」。「
𠖖
・
𢉿
」
に
隷
定
。
郭
沫
若
は
「
厩
之
初
文
」
と
釋
す
。『
廣
雅
』

釋
宮
に
、「
𢉿
、庵
也
」
と
あ
る
。『
古
文
字
詁
林
』
頁10001

（11

冊
・
頁556

）
参
照
。

（
21
）「
お
よ
ぶ
」
の
意
。

（
22
）「
世
」「

」
の
甲
骨
原
字
は
そ
れ
ぞ
れ
「

」「

」。
陳
夢
家
は
「
季
節
」
の

意
と
す
る
が
、
他
者
は
多
く
「
春
」
と
釋
す
。
ま
た
「
者
」
に
釋
し
、「
今
者
」
と
す
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漢
字
學
硏
究　

第
八
號

る
説
も
あ
る
。『
殷
虛
卜
辭
綜
述
』
第
七
章
暦
法
天
象
・
第
二
節
紀
時
法
（
頁227

）

に
考
釋
あ
り
。『
綜
覽
』3190

、『
古
文
字
詁
林
』
頁580

参
照
。

（
23
）
甲
骨
原
字
「

」、「
𡆥
+
犬
」
の
字
形
で
あ
る
。「
禍
」
の
意
。『
綜
覽
』1192

参
照
。

（
24
）
あ
ま
ご
い
の
祭
。「
雩
」
に
同
じ
。『
殷
虛
卜
辭
綜
述
』
第
十
七
章
・
第
七
節
求
雨

之
祭
、『
綜
覽
』1368B

、『
古
文
字
詁
林
』
頁7309

（
9
册
頁360

）
参
照
。

（
25
）
そ
れ
ぞ
れ
祭
名
と
す
る
。

（
26
）
地
名
。『
綜
覽
』5108

参
照
。

（
27
）
甲
骨
原
字
「

」。「
祡
」
に
釋
す
。『
綜
覽
』3010

参
照
。

（
28
）『
綜
覽
』0777
、『
詁
林
』1381

参
照
。

（
29
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』1668

、『
詁
林
』2825

参
照
。

（
30
）
甲
骨
原
字
「

」。
祭
名
に
讀
ん
で
お
く
。『
綜
覽
』1546

参
照
。

（
31
）
甲
骨
原
字
「

」。「
挿
」
の
本
字
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
方
國
名
。『
綜
覽
』

3099

、『
古
文
字
詁
林
』
頁4836
（
6
册
頁707

）「

」
参
照
。
後
に
續
く
二
字
は
人

名
で
あ
ろ
う
。

（
32
）
甲
骨
原
字
「
泰
」。「
星
」
に
釋
す
。
地
名
と
み
て
お
く
。『
綜
覽
』3182

参
照
。

（
33
）
い
ま
被
修
飾
語
、
ま
た
中
心
語
な
ど
と
い
う
。

（
34
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』672

「

」・4164

「

」
参
照
。「
倉
」
字
に
あ

た
る
。
こ
こ
で
は
方
國
名
。

（
35
）
郭
沫
若
『
卜
辭
通
纂
』
別
錄
之
二
・
五
、
桃
山
中
學
藏
獸
骨
一
片
。

（
36
）
祭
名
。『
綜
覽
』3211

参
照
。

（
37
）
接
續
詞
と
み
て
い
る
の
で
、「
況
」
に
釋
し
た
。『
綜
覽
』1065
、
お
よ
び
『
古
文

字
詁
林
』
頁5781

（
7
册
、
頁740

）
参
照
。

（
38
）
祭
名
。『
綜
覽
』5478

参
照
。

（
39
）
兼
語
式
文
と
し
て
訓
讀
し
た
。
陳
夢
家
に
從
え
ば
、「
子

に
犬
を
㞢
せ
よ
と
乎

ば
ん
か
」
と
な
る
。

（
40
）「
𤰔
」
を
通
例
に
從
い
「
こ
れ
」
と
訓
讀
し
た
。
陳
夢
家
は
介
詞
と
見
て
い
る
の
で
、

「
〜
こ
そ
」
と
訓
讀
し
て
み
る
と
、「
犬
を
𤰔こ
そ

に
㞢
せ
ん
」
と
な
る
。

（
41
）「
射

」
二
字
で
弓
射
を
と
も
な
う
儀
式
か
。
未
詳
。

（
42
）「
ま
た
主
語
の
前
で
も
よ
い
」
と
い
う
記
述
が
抜
け
て
い
る
。

（
43
）
後
文
の
脱
落
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
訓
読
は
「
其
れ
出
で
ん
か
。
允
に
…
…
」。

（
44
）
前
注
4
参
照
。

（
45
）
原
文
は
「
不
是
什
麼
」。「
不
」
類
は
ふ
つ
う
「
〜
せ
ず
」
と
讀
み
く
だ
す
が
、
そ

れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
は
後
文
で
論
じ
て
い
る
。

（
46
）
一
說
に
、
句
末
の
「
不
」
を
驗
辭
と
し
て
切
り
離
し
、「
…
…
咸
戊
に
牛
を
㞢
せ
ん
。

不い
な

」
と
讀
む
。

（
47
）「
品
・
司
」
と
も
に
祭
名
。

（
48
）
他
者
は
多
く
「
召
」
と
釋
す
。『
綜
覽
』0092

参
照
。

（
49
）
甲
骨
原
字
「

」、『
綜
覽
』0177

参
照
。

（
50
）「
人
才
」
の
語
義
、
未
詳
。

（
51
）「
食
」
の
假
借
字
。
日
食
を
指
す
。

（
52
）
甲
骨
原
字
「

」。
祭
名
。『
綜
覽
』0364

参
照
。

（
53
）
祭
名
。『
綜
覽
』0420

・0426

参
照
。

（
54
）
祭
名
。『
綜
覽
』0585

参
照

（
55
）
地
名
。
甲
骨
原
字
「

」。
郭
沫
若
は
「
声
+
方
」
に
隷
定
し
て
い
る
。

（
56
）
甲
骨
原
字
「

」。
地
名
。『
綜
覽
』3695

、『
詁
林
』0614

参
照
。

（
57
）
甲
骨
原
字
「

」。
地
名
。『
甲
骨
文
合
集
』32815

参
照
。

（
58
）
甲
骨
原
字
「

」。
廩
の
原
字
か
。
こ
こ
で
は
人
名
。『
綜
覽
』0695

参
照
。

（
59
）
甲
骨
原
字
「

」。「
登
」
に
釋
す
。
徴
の
假
借
。『
綜
覽
』0663

参
照
。
ま
た
前

注
4
を
参
照
。

（
60
）
原
文
は
「
名
詞
組
」。
以
下
同
じ
く
、「
〜
組
」
は
「
〜
句
」
と
譯
し
た
。

（
61
）
連
體
修
飾
語
と
な
る
形
容
詞
。
そ
の
他
の
品
詞
名
や
用
語
に
つ
い
て
は
本
誌
前
號

の
「
甲
骨
文
法
（
上
）」
第
二
節
參
照
。

（
62
）
一
説
に
「
𤰔
〜
」
の
文
型
の
一
部
を
受
動
態
と
見
る
。
こ
れ
は
受
身
の
文
に
現
代

語
譯
で
き
る
故
で
あ
る
が
、「
𤰔
」
字
全
體
の
用
法
を
総
合
し
た
理
解
の
方
が
適
切
で

あ
ろ
う
。
な
お
「
受
動
態
」
の
原
文
は
「
被
動
態
」。

（
大
阪
工
業
大
學
客
員
敎
授
・
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化

硏
究
所
客
員
硏
究
員
）




